
注１）数値は小数点以下を四捨五入。　注２）2022 年度は 924 校、2023 年度は 880 校、2024 年度は 870 校が回答。
※ベネッセコーポレーション「2024 年度新課程および教育活動全般に関する調査」を基に編集部で作成。

※『VIEW next』高校版読者モニターアンケートの結果や高校への取材で得られた声を基に編集部で作成。

高校が課題に感じている教育活動図1

教師が抱く「主体的な学び」に関する課題感図2

「主体的な学び」「主体的に学習に取り組む態度」についての説明図３

■特に課題に感じている　　■課題に感じている　　■あまり課題に感じていない　　■課題はない

0 20 40 60 80 100
（％）

学びに向かう力の
育成と評価

24 62 13 2

22 61 15 2

19 60 19 2

主体的・対話的で深い学びの
視点からの授業改善

2022年度

2023年度

2024年度

15 63 20 1

13 62 22 2

58 28 212

2022年度

2023年度

2024年度

「主体的な学び」と
はどんな学びか理
解できておらず、戸
惑っている教師は
依然として多い。

全教科でシラバス
を作成しているが、
「主体的な学び」を
育むための授業改
善に至っていない。

授業中の挙手の回数や
ノートの取り方などで、
「主体的に学習に取り組
む態度」を評価する形
になってしまっている。

授業で生徒主体の
学びを推進している
が、生徒によって取
り組みに大きな差
が出てしまう。

「主体的な学び」について

……学ぶことに興味や関心を持ち、自
己のキャリア形成の方向性と関連付け
ながら、見通しをもって粘り強く取り
組み、自己の学習活動を振り返って次
につなげる「主体的な学び」が実現で
きているか……

 ※文部科学省「高等学校学習指導要領解説総則編」

「主体的に学習に取り組む態度」について

……「主体的に学習に取り組む態度」に係る各教科等の
評価の観点の趣旨に照らし、① 知識及び技能を獲得した
り、思考力、判断力、表現力等を身に付けたりすること
に向けた粘り強い取組を行おうとする側面と、② ①の粘
り強い取組を行う中で、自らの学習を調整しようとする
側面、という二つの側面を評価することが求められる。
 ※中央教育審議会「児童生徒の学習評価の在り方について（報告）」

自己調整学習 とはどのような学びか？
「主体的な学び」の実現の鍵を握る

kou / PIXTA（ピクスタ）
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　現行の学習指導要領が実施されて２年半が経過しましたが、学校現場では依然として授業改善について課
題を感じている教師が少なくありません（図１）。中でも「主体的な学び」の実現に苦慮されている声が多く
聞かれます（図２）。また、観点別学習状況の評価の観点の１つで、「主体的な学び」に深く関連する「主体
的に学習に取り組む態度」の評価に高い課題感を持つ傾向も続いています（図１）。
　「主体的な学び」も「主体的に学習に取り組む態度」も、文部科学省等からそれぞれについての説明が示さ
れていますが（図３）、授業中の教師の説明を聞く姿勢や発言の有無、課題の提出状況といった、性格や行動
面の傾向が一時的に表出された場面を捉えて、「主体的な学びが実現できている」「主体的に学習に取り組む
態度の評価は『おおむね満足できる』」などとしているケースが少なくないと、現場の先生方からも伺います

（図２）。そして、そうした状況が起きている要因の１つとして、「主体的な学び」や「主体的に学習に取り組
む態度」の解釈が教師によって異なることを、現場の先生方は指摘しています（図２）。
　「主体的な学び」や「主体的に学習に取り組む態度」について、教師間で共通理解を図る際に鍵を握るのが、

「自己調整学習」という学びです。今号は、「自己調整学習」をひも解くことで、「主体的な学び」「主体的に
学習に取り組む態度」の理解を深めていければと思います。 

 編集部　統括責任者　柏木　崇

特
集 自己調整学習 とはどのような学びか？

「主体的な学び」の実現の鍵を握る

  P. 4	 Inter v iew　九州大学大学院人間環境学研究院　准教授　伊藤崇
たか

達
みち

	 	自分に合った学び方を生徒自身が探す「自己調整学習」
  P. 8	 授業事例 1　世界史　東京都立多摩高校　石川幸

こうすけ

佑
	 	自分で取り組む場があることで、生徒は意欲的に学習に向かう
	 P. 11	 授業事例 2　数学　東京都立多摩高校　植

うえしま

嶋悠太　
	 	自分が選んだ方法やペースで学びながら、自分に合った学び方を見いだす
	 	 Column　取り組みの組織的推進
	 	 教師の生徒観が変わる自由進度学習を全校に広める

 P. 16	 授業事例 3　物理　長崎県立諫
いさはや

早高校　後
うしろ

田
だ

康
こう

蔵
ぞう

	 	学期単位で自己調整学習を取り入れ、学力上位層の生徒のニーズに応える
　  Column　取り組みの組織化
	 	 高校段階で必要な学びを議論し、教師・生徒のマインドチェンジを促す

 P. 20	授業事例 4　英語　三重県立松阪工業高校　中村智宏
	 	授業に自己調整学習を組み込み、多様な学力の生徒の学びを充実させる
  P. 23	 C omment ar y　神戸大学計算社会科学研究センター　特命教授　西村和雄
	 	人生の幸福感を高める「自己決定」を学校の中にどう取り入れるか

なぜ「自己調整学習」が、「主体的な学び」や「主体的に学習に
取り組む態度」の共通理解の鍵を握っているのか。

先生方とともに
考えたい「問い」
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変
化
が
激
し
く
、
未
来
の
予
測
が
困
難
な

現
代
で
は
、
社
会
を
生
き
抜
く
た
め
に
、
そ

し
て
一
人
ひ
と
り
が
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を

実
現
す
る
た
め
に
、
生
涯
を
通
じ
て
学
び
続

け
る
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
し

た
社
会
状
況
を
背
景
に
、「
自
己
調
整
学
習

（self-regulation of learning

）」
に
対
す

る
注
目
度
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
自
己
調
整
学
習
は
、
１
９
９
０
年
代
か
ら

ア
メ
リ
カ
の
教
育
心
理
学
者
で
あ
る
バ
リ

ー
・
ジ
マ
ー
マ
ン
ら
が
中
心
と
な
っ
て
提
唱

し
て
い
る
教
育
心
理
学
の
理
論
体
系
の
１
つ

で
、
観
点
別
学
習
状
況
の
評
価
の
観
点
の
１

つ
で
あ
る
「
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態

度
」
を
評
価
す
る
上
で
も
有
効
な
理
論
で
す
。

「
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」
の
評

価
に
あ
た
っ
て
は
、
教
師
に
は
、
生
徒
が
知

識・技
能
を
獲
得
し
た
り
、
思
考
力・判
断
力・

表
現
力
等
を
身
に
つ
け
た
り
す
る
こ
と
に
向

け
た
粘
り
強
い
取
り
組
み
の
中
で
、
自
ら
の

学
習
を
調
整
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
ど
う
か

を
見
取
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の「
自

ら
の
学
習
を
調
整
し
よ
う
」
と
す
る
学
び
が
、

自
分
に
合
っ
た
学
び
方
を

生
徒
自
身
が
探
す
「
自
己
調
整
学
習
」

九
州
大
学
大
学
院
人
間
環
境
学
研
究
院 

准
教
授

　伊
藤
崇た

か

達み
ち

「
主
体
的
な
学
び
」
の
実
現
や
「
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」
の
評
価
の
鍵
を
握
る

「
自
己
調
整
学
習
」。
そ
の
１
つ
で
あ
る
「
自
由
進
度
学
習
」
を

授
業
に
取
り
入
れ
る
教
師
も
増
え
て
い
る
。
そ
も
そ
も
「
自
己
調
整
学
習
」
と
は

ど
の
よ
う
な
学
び
な
の
か
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
に
し
て
実
現
さ
れ
る
の
か
。

九
州
大
学
大
学
院
の
伊
藤
崇
達
准
教
授
に
話
を
聞
い
た
。

いとう・たかみち　名古屋大学大学
院教育学研究科教育心理学専攻博
士課程後期課程退学後、京都教育
大学准教授などを経て、2018 年よ
り現職。教育心理学、教授・学習
心理学の見地から、学習者及び教
授者の心理学的プロセスについて研
究。自己調整学習やピア・ラーニン
グを通じたパフォーマンスの向上プ
ロセスに精通している。主著に、『学
生を自己調整学習者に育てる :アク
ティブラーニングのその先へ』（共同
監修・翻訳、北大路書房）、『自ら学
び考える子どもを育てる教育の方法
と技術』（共著、北大路書房）など。

I n t e r v i e w
学
び
続
け
る
力
を
育
む

生
徒
が
主
人
公
に
な
る
学
び

自
己
調
整
学
習
と
は
ど
の
よ
う
な
学
び
か
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自
己
調
整
学
習
そ
の
も
の
で
す
。

　
自
己
調
整
学
習
は
、
生
徒
が
学
び
の
主
人

公
に
な
っ
て
自
分
の
意
思
を
持
っ
て
学
習
に

取
り
組
み
、
そ
の
見
通
し
や
計
画
を
立
て
て

調
整
し
な
が
ら
前
に
向
か
っ
て
い
く
学
び
で

あ
り
、
そ
こ
で
は
教
師
は
あ
く
ま
で
も
サ
ポ

ー
ト
役
で
す
。
最
近
、
生
徒
自
身
が
学
習
計

画
を
立
て
、
自
分
に
合
っ
た
教
材
や
学
び
方

を
選
択
し
て
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
学
び
を
進

め
る
「
自
由
進
度
学
習
」
を
取
り
入
れ
る
教

師
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
も
自
己
調
整

学
習
の
１
つ
で
す
。

　
自
己
調
整
学
習
を
成
立
さ
せ
る
た
め
に

は
、「
動
機
づ
け
」「
学
習
方
略
」「
メ
タ
認
知
」

の
３
つ
の
要
素
が
必
要
で
す
。

　「
動
機
づ
け
」
は
、
学
習
を
進
め
る
原
動

力
に
な
る
も
の
で
す
。「
大
切
だ
と
思
う
か

ら
」「
自
分
が
学
び
た
い
か
ら
」「
面
白
い
と

感
じ
る
か
ら
」
な
ど
と
い
っ
た
学
習
そ
の
も

の
に
対
す
る
楽
し
さ
や
面
白
さ
を
感
じ
る
内

発
的
動
機
づ
け
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
学
び

そ
の
も
の
に
対
す
る
意
義
や
価
値
を
実
感
す

る
こ
と
も
、
動
機
づ
け
を
自
律
的
な
も
の
に

し
ま
す
。

　「
学
習
方
略
」
は
、
学
習
の
効
果
を
高
め

る
こ
と
を
目
指
し
て
行
う
こ
と
で
す
。
記
憶

し
た
り
、
理
解
し
た
り
し
や
す
く
す
る
た
め

の
工
夫
や
、
や
る
気
が
出
な
い
時
に
ど
の
よ

う
に
気
持
ち
を
立
て
直
し
、
学
習
を
続
け
て

い
け
る
よ
う
に
す
る
の
か
と
い
っ
た
意
欲
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
方
法
を
指
し
ま
す
。

　「
メ
タ
認
知
」
は
、
自
分
の
学
習
の
進
み

具
合
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
そ
の
結
果
を
評
価
す

る
こ
と
で
す
。
自
分
自
身
を
見
つ
め
直
し
、

自
分
は
何
を
理
解
し
て
い
て
、
何
が
苦
手
な

の
か
を
正
確
に
捉
え
、
今
後
の
学
習
目
標
を

明
確
に
す
る
こ
と
を
指
し
ま
す
。

　
自
己
調
整
学
習
に
お
け
る
生
徒
の
学
び

の
様
子
は
、「
予
見
」「
遂
行
／
意
思
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
」「
自
己
省
察
」
の
３
つ
で
回
る
サ

イ
ク
ル
で
示
す
こ
と
が
で
き
ま
す
（
図
１
）。

そ
の
サ
イ
ク
ル
を
生
徒
が
自
ら
回
す
時
、
そ

れ
ぞ
れ
で
「
動
機
づ
け
」「
学
習
方
略
」「
メ

タ
認
知
」
の
３
つ
の
要
素
が
寄
与
し
ま
す
。

　「
予
見
」
の
段
階
で
は
、
生
徒
は
明
確
で
、

興
味
・
関
心
や
必
要
性
が
感
じ
ら
れ
る
目
標

を
設
定
し
ま
す
。
達
成
期
限
を
設
け
た
目
標

と
、
そ
の
目
標
の
達
成
の
見
通
し
を
持
っ
た

学
習
計
画
を
立
て
る
こ
と
で
、「
目
標
が
達

成
で
き
そ
う
だ
」
な
ど
と
、
学
び
に
対
す
る

意
欲
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　「
遂
行
／
意
思
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
の
段
階

で
は
、
生
徒
は
学
び
を
実
際
に
進
め
、
深
め

て
い
き
ま
す
。
自
分
の
学
習
状
況
を
メ
タ
認

知
し
、
今
の
方
略
で
は
学
習
が
計
画
通
り
に

進
ん
で
い
な
い
と
気
づ
い
た
時
は
、
別
の
方

略
を
考
え
ま
す
。
ま
た
、「
自
分

は
き
っ
と
大
丈
夫
」
な
ど
と
自

分
に
言
い
聞
か
せ
て
や
る
気
を

維
持
し
た
り
、
気
分
転
換
し
た

り
し
て
、
学
び
に
向
き
合
う
状

態
を
よ
り
よ
く
維
持
し
ま
す
。

　「
自
己
省
察
」
の
段
階
で
は
、

生
徒
は
自
分
の
学
び
に
対
し
て

自
己
評
価
を
行
い
ま
す
。
定
期

考
査
な
ど
の
テ
ス
ト
の
結
果
が

よ
か
っ
た
か
ど
う
か
だ
け
で
は

な
く
、
ど
の
分
野
・
単
元
の
理

解
が
不
十
分
だ
っ
た
の
か
、
自

分
が
選
択
し
た
学
習
方
略
が
適

切
だ
っ
た
の
か
を
、
学
習
プ
ロ

セ
ス
と
と
も
に
振
り
返
り
、
次

に
回
す
自
己
調
整
学
習
の
サ
イ

ク
ル
を
よ
り
よ
い
も
の
に
し
ま

す
。

※伊藤准教授提供資料を基に編集部で作成。

自己調整学習のサイクル図1

自己調整学習のサイクルが回っている状態

自己調整学習のサイクルが回っていない生徒

•自分の状態を俯瞰できる
•学習方略を修正できる
•自分のやる気を喚起できる

遂行／意思コントロール

「学習方法の選択肢が少な
い」「やる気が出ない時の
対処法が分からない」

「何のために学ぶのか分
からない」「やる気が出な
い」「計画が立てられない」

「学習方法を柔軟に変え
られない」「できなかった
ことばかりに目が向く」

•明確な目標がある
•納得できる方略がある
•興味や関心がある

予見

•プロセスを振り返る
•結果をもたらした原因を
分析する
•次のサイクルにつなげる

自己省察

自
己
調
整
学
習
を
成
立
さ
せ
る

３
つ
の
要
素

自
己
調
整
学
習
は

生
徒
が
回
す
学
び
の
サ
イ
ク
ル

「主体的な学び」の実現の鍵を握る
「自己調整学習」とはどのような学びか？特集
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　「
運
が
よ
く
て
、
た
ま
た
ま
計
画
通
り
に

進
ん
だ
」
と
い
っ
た
振
り
返
り
方
で
は
、
次

に
回
す
自
己
調
整
学
習
の
サ
イ
ク
ル
を
改
善

す
る
こ
と
は
困
難
で
す
が
、
自
分
で
選
択
・

調
整
で
き
る
こ
と
は
何
か
を
見
い
だ
せ
れ

ば
、
次
に
回
す
サ
イ
ク
ル
を
改
善
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
自
己
調
整
学
習

で
は
、
自
分
の
学
習
の
進
み
具
合
を
確
認
し

て
、
何
に
つ
ま
ず
い
て
い
る
の
か
を
把
握
す

る
こ
と
が
非
常
に
重
要
で
す
。
ま
た
、
学
び

の
結
果
や
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
よ
い
点
や
自

分
な
り
に
満
足
で
き
る
点
を
見
つ
け
る
こ
と

も
、
次
の
学
び
へ
の
意
欲
を
高
め
る
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　
自
己
調
整
学
習
が
で
き
な
い
生
徒
は
、
自

己
調
整
学
習
の
サ
イ
ク
ル
の
ど
こ
か
で
つ
ま

ず
い
て
い
て
、
サ
イ
ク
ル
が
う
ま
く
回
っ

て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
（
P. 

５
図
１
）。

生
徒
の
自
己
調
整
学
習
を
支
援
す
る
た
め
に

は
、
そ
の
サ
イ
ク
ル
の
ど
こ
で
ど
の
よ
う
な

問
題
を
抱
え
て
い
る
の
か
を
生
徒
と
と
も
に

見
つ
け
、
改
善
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
サ
イ
ク
ル
以
外
の
と
こ
ろ
で
問

題
が
生
じ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
、
生
徒
が
身
を
置
く
物
理
的
な
環
境
や
対

人
関
係
な
ど
に
お
い
て
で
す
。

　「
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」
は
、

自
己
調
整
学
習
の
サ
イ
ク
ル
に
お
け
る
「
予

見
」「
遂
行
／
意
思
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」「
自
己

省
察
」
の
３
つ
を
通
し
て
評
価
す
る
こ
と
が

可
能
で
す
。
す
な
わ
ち
、
生
徒
は
ど
の
よ
う

な
見
通
し
を
持
っ
て
学
習
を
ス
タ
ー
ト
し
た

か
、
ど
の
よ
う
に
学
習
方
略
を
調
整
し
た
り
、

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
し
た
り
し
た
か
、

そ
し
て
、
サ
イ
ク
ル
を
回
す
中
で
得
た
気
づ

き
を
次
の
サ
イ
ク
ル
を
回
す
時
に
ど
う
生
か

そ
う
と
し
て
い
る
か
と
い
っ
た
点
を
見
取
る

こ
と
で
、「
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態

度
」
を
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
教
科
・
科
目
を
問
わ
ず
、
論
述
問
題
や
実

技
な
ど
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
テ
ス
ト
に
臨
む

学
習
プ
ロ
セ
ス
と
、
そ
の
振
り
返
り
を
評
価

の
材
料
と
す
る
こ
と
で
、
知
識
・
技
能
を
獲

得
し
た
り
、
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等

　
自
己
調
整
学
習
で
は
、
生
徒
が
試
行
錯
誤

し
な
が
ら
自
分
に
合
っ
た
学
び
を
進
め
る
た

め
、
教
師
に
は
一
斉
授
業
と
は
異
な
る
準
備

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
教
師
は
生
徒
に
学
習
の

目
的
や
方
法
、
時
間
な
ど
、
学
習
を
構
成
す

る
要
素
の
選
択
肢
を
準
備
し
、
生
徒
自
身
に

選
択・調
整
さ
せ
る
よ
う
に
し
ま
す
（
図
２
）。

学
習
を
構
成
す
る
要
素
の
ど
の
選
択
・
調
整

を
生
徒
に
任
せ
、
ど
れ
を
生
徒
全
員
一
律
の

も
の
と
す
る
の
か
は
、
単
元
の
内
容
や
生
徒

の
状
態
な
ど
を
踏
ま
え
て
教
師
が
決
め
て
お

き
ま
す
。
言
い
換
え
る
と
、
単
元
１
で
は
Ａ

の
要
素
を
、
単
元
２
で
は
Ｂ
と
Ｃ
の
要
素
を

生
徒
に
選
択
・
調
整
さ
せ
る
と
い
っ
た
よ
う

に
、
選
択
・
調
整
を
任
せ
る
要
素
を
変
え
て

い
く
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
生
徒
が
選
択
・
調
整
で
き
る
範
囲
は
狭
す

ぎ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
学

習
内
容
や
教
材
も
、
生
徒
が
試
行
錯
誤
し
な

が
ら
自
分
に
合
っ
た
も
の
を
探
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
し
ま
す
。
特
に
、
自
己
調
整
学

習
を
始
め
た
ば
か
り
の
時
期
は
、「
自
分
の

好
き
な
教
材
を
自
由
に
選
ん
で
学
ん
で
み
な

さ
い
」
と
生
徒
に
す
べ
て
を
任
せ
る
の
で
は

な
く
、
生
徒
た
ち
の
学
力
や
興
味
・
関
心
に

合
わ
せ
て
教
師
が
用
意
し
た
複
数
の
選
択
肢

か
ら
選
ば
せ
る
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
授
業

だ
け
で
は
な
く
、
家
庭
学
習
や
長
期
休
業
で

出
す
課
題
も
、
自
己
調
整
学
習
を
取
り
入
れ

る
こ
と
を
試
し
て
み
る
よ
い
機
会
で
す
。
予

習
の
み
、
復
習
の
み
な
ど
、
部
分
的
に
自
己

調
整
学
習
を
取
り
入
れ
る
こ
と
も
可
能
で

す
。

　
自
由
進
度
学
習
な
ど
の
自
己
調
整
学
習

は
、
特
に
取
り
組
み
の
初
年
度
は
、
教
材
や

学
習
環
境
の
準
備
で
一
斉
授
業
よ
り
も
教
師

の
負
担
が
大
き
く
な
り
が
ち
で
す
。
教
師
に

と
っ
て
も
無
理
の
な
い
範
囲
で
、
生
徒
が
自

己
調
整
で
き
る
選
択
肢
を
増
や
す
こ
と
が
求

を
身
に
つ
け
た
り
す
る
た
め
の
取
り
組
み
の

中
で
、「
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」

を
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

学
習
を
構
成
す
る
要
素
の
選
択
肢
を

教
師
が
準
備
す
る

自
己
調
整
学
習
に
よ
っ
て

資
質
・
能
力
が
見
え
や
す
く
な
る

自
己
調
整
学
習
を
ど
の
よ
う
に
実
現
す
る
か
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※伊藤准教授提供資料を基に編集部で作成。

め
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
一
斉
授
業
を
中
心
に
受
け
て
き

た
生
徒
が
、
自
己
調
整
学
習
に
ス
ム
ー
ズ
に

移
行
で
き
る
の
か
、
不
安
に
感
じ
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
一
斉
授
業

は
、
教
師
が
示
す
学
び
方
が
基
盤
と
な
る
学

び
で
す
。
そ
こ
か
ら
生
徒
が
自
分
を
基
盤
と

す
る
学
び
へ
と
移
行
す
る
ま
で
に
は
、
4
つ

の
レ
ベ
ル
を
経
ま
す
（
図
３
）。
そ
の
４
つ

の
レ
ベ
ル
を
教
師
が
意
識
す
る
こ
と
で
、
生

徒
を
徐
々
に
自
己
調
整
学
習
が
で
き
る
状
態

に
近
づ
け
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　「
観
察
」
の
レ
ベ
ル
は
、
生
徒
が
教
師
の

説
明
な
ど
を
聞
き
な
が
ら
、
学
び
方
を
学
ぶ

状
態
で
す
。
い
わ
ゆ
る
チ
ョ
ー
ク
＆
ト
ー
ク

の
授
業
で
あ
っ
て
も
、
生
徒
は
教
師
が
示
す

学
び
方
を
学
ん
で
い
る
の
で
す
。

　「
模
倣
」
の
レ
ベ
ル
は
、
教
師
が
示
す
学

び
方
と
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
教
師
に

見
守
ら
れ
な
が
ら
生
徒
が
模
倣
し

て
学
ぶ
状
態
で
す
。

　「
自
己
制
御
」
の
レ
ベ
ル
は
、

教
師
が
示
す
見
本
に
基
づ
き
、
生

徒
が
自
分
か
ら
学
び
始
め
る
状
態

で
す
。
た
だ
、
あ
く
ま
で
も
教
師

が
示
す
学
び
方
通
り
に
し
か
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　「
自
己
調
整
」
の
レ
ベ
ル
は
、

教
師
が
示
す
学
び
方
だ
け
で
な

く
、
生
徒
が
自
分
に
合
う
よ
う
に

学
び
方
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
学
ぶ
状

態
で
す
。

　
生
徒
は
、
そ
の
４
つ
の
レ
ベ
ル

を
経
る
こ
と
で
、
自
己
調
整
学
習

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
学
び
の

調
整
の
源
泉
が
他
者
（
教
師
）
か

ら
自
己
（
生
徒
）
に
変
わ
る
の
で

す
。

　
生
徒
が
自
己
調
整
学
習
を
始
め
る
際
に

は
、「
予
見
」
の
段
階
で
、
学
習
の
見
通
し

や
計
画
な
ど
を
生
徒
と
教
師
が
共
有
す
る
よ

う
に
し
ま
す
。
自
己
調
整
学
習
は
、
生
徒
に

学
び
を
任
せ
っ
き
り
に
す
る
と
い
う
も
の
で

は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
、
学
習
を
始

め
る
段
階
で
は
、
教
師
が
学
習
の
仕
方
を
例

示
し
た
り
、
生
徒
が
立
て
た
学
習
計
画
に
対

し
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
た
り
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
ま
た
、「
遂
行
／
意
思
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
」
や
「
自
己
省
察
」
の
段
階
で
、
一

人
ひ
と
り
の
生
徒
が
ど
の
よ
う
に
学
習
に
取

り
組
ん
だ
か
を
共
有
す
る
機
会
を
教
師
が
つ

く
る
こ
と
で
、
生
徒
は
他
者
の
取
り
組
み
方

か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
を
次
に
回
す

自
己
調
整
学
習
の
サ
イ
ク
ル
に
取
り
入
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
生
徒
の
学
び
が
教
師
に
よ
る
調
整
か
ら
自

己
調
整
へ
移
行
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
生
徒

の
発
達
段
階
や
キ
ャ
リ
ア
志
向
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
。
生
徒
が
「
熟
達
し
た
い
」「
本

質
を
理
解
し
た
い
」
と
自
分
か
ら
思
え
る
よ

う
に
な
っ
た
時
が
、
自
己
調
整
学
習
を
始
め

る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
そ
の
意
味
で
は
、
生
徒

の
内
面
的
成
長
に
つ
な
が
る
総
合
的
な
探
究

の
時
間
と
自
己
調
整
学
習
は
、
互
い
に
よ
い

影
響
を
与
え
合
う
も
の
だ
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。

自己調整学習の形成における４つのレベル図3

単元１ 単元２ 単元３

目的（何のために） - - -
方法（どうやって） ○ - ○

時間（いつ、どのくらい） ○ ○ ○

内容（何を） - - -
環境（どこで） - ○ -
対人関係（誰と） - - ○

※伊藤准教授提供資料を基に編集部で作成。

生徒が選択・調整する、学習を構成する要素図2

1.  観察レベル
教師の授業を通して
学び方を学ぶ

2.  模倣レベル
教師が見守る中で

教師が示す学び方通りに学ぶことができる

3.  自己制御レベル
教師の目が離れても、

教師が示す学び方通りに学ぶことができる

4.  自己調整レベル
生徒が自分に合う

学び方を創り出し、学ぶことができる

４
つ
の
レ
ベ
ル
を
経
て

自
己
調
整
学
習
は
実
現
す
る

学
習
の
取
り
組
み
方
は

内
面
的
な
成
長
と
密
接
に
関
係

「主体的な学び」の実現の鍵を握る
「自己調整学習」とはどのような学びか？特集
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多
様
な
希
望
進
路
の
生
徒
が
集
う
東
京
都

立
多
摩
高
校
は
２
０
２
４
年
度
、
東
京
都
教

育
委
員
会
「
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
こ
れ
か

ら
の
学
び
研
究
校
」（
＊
）
の
指
定
を
受
け
、

生
徒
が
自
ら
学
び
方
を
選
択
し
、
自
立
し
た

学
習
者
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
た
授
業
づ
く

り
を
研
究
し
て
い
る
（
詳
細
は
Ｐ
．15
コ
ラ

ム
参
照
）。
同
研
究
を
推
進
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
委

員
会
の
中
心
メ
ン
バ
ー
の
１
人
で
あ
る
石
川

幸こ
う
す
け佑
先
生
は
、
今
年
度
の
１
学
期
か
ら
、
担

当
す
る
３
年
生
の
「
世
界
史
探
究
」
で
自
由

進
度
学
習
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

　
使
用
す
る
教
材
は
、
石
川
先
生
が
教
科
書

の
副
教
材
な
ど
を
基
に
作
成
し
た
ワ
ー
ク
シ

ー
ト
だ
（
図
１
）。
Ａ
３
判
の
同
シ
ー
ト
１

枚
が
１
コ
マ
分
で
、
教
科
書
の
１
節
分
の
内

容
か
ら
、
重
要
事
項
に
関
す
る
穴
埋
め
式
の

問
題
の
約
15
問
と
、
そ
れ
ら
の
答
え
で
あ
る

知
識
を
活
用
し
て
考
察
す
る
記
述
式
問
題

「
問
い
の
ス
テ
ッ
プ
」
の
２
問
を
出
題
し
て

い
る
。
　

　
同
シ
ー
ト
を
使
っ
た
１
コ
マ
の
授
業
の
展

開
は
次
の
通
り
だ
（
図
２
）。
ま
ず
石
川
先

生
が
、
生
徒
が
前
時
に
取
り
組
ん
だ
「
問
い

の
ス
テ
ッ
プ
」
の
解
説
を
行
う
。
そ
の
際
ス

ク
リ
ー
ン
に
は
、
教
科
書
の
該
当
部
分
を
投

影
し
、
重
要
語
句
に
線
を
引
い
た
り
、生
徒

に
問
い
か
け
て
答
え
を
引
き
出
し
た
り
し
な

が
ら
解
説
す
る
。

　
次
に
、
生
徒
が
各
自
で
本
時
の
ワ
ー
ク
シ

ー
ト
に
取
り
組
む
。
教
科
書
や
資
料
集
を
読

ん
だ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
た
り

と
、
答
え
を
導
き
出
す
た
め
の
ツ
ー
ル
を
自

分
で
選
択
し
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
学
習
を
進

め
る
。
そ
の
間
、
石
川
先
生
は
教
室
内
を
回

り
、
生
徒
の
質
問
に
答
え
た
り
、
生
徒
の
取

り
組
み
状
況
を
見
取
っ
て
声
か
け
を
し
た
り

す
る
。

　
最
後
に
、
生
徒
は
ア
ン
ケ
ー
ト
作
成
ツ
ー

ル
に
答
え
を
入
力
し
て
送
信
す
る
。
穴
埋
め

式
の
問
題
は
自
動
採
点
で
正
誤
を
確
認
し
、

間
違
え
た
問
題
は
再
度
取
り
組
む
。「
問
い

の
ス
テ
ッ
プ
」
は
次
時
の
石
川
先
生
の
解
説

を
聞
い
て
振
り
返
る
。

　「『
問
い
の
ス
テ
ッ
プ
』
の
解
説
は
、
時
間

を
空
け
て
行
う
こ
と
で
、
自
分
が
分
か
ら
な

か
っ
た
部
分
を
整
理
し
た
上
で
聞
く
こ
と
が

で
き
る
た
め
、
よ
り
深
い
理
解
に
つ
な
が
る

と
考
え
て
い
ま
す
」 Ｉ

Ｃ
Ｔ
委
員
会

石
川
幸
佑  

い
し
か
わ
・
こ
う
す
け

同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。
地
理

歴
史
・
公
民
科
（
世
界
史
）。
３

学
年
担
任
。

自
分
で
取
り
組
む
場
が
あ
る
こ
と
で
、

生
徒
は
意
欲
的
に
学
習
に
向
か
う

東
京
都
立
多
摩
高
校
　

石
川
幸こ

う
す
け佑

「
授
業
が
分
か
る
　

学
び
た
く
な
る
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、授
業
改
善
を
図
っ
て
い
る
東
京
都
立
多
摩
高
校
。
同
校
は
２
０
２
４
年
度
、

東
京
都
教
育
委
員
会
か
ら
研
究
校
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
を
機
に
、
生
徒
が
自
分
の
ペ
ー
ス
で
学
び
を
進
め
る
自
由
進
度
学
習
を

取
り
入
れ
た
。「
世
界
史
探
究
」
の
授
業
で
は
、生
徒
が
自
分
で
考
え
、最
後
ま
で
集
中
し
て
問
題
に
取
り
組
む
姿
が
見
ら
れ
て
い
る
。

授業事例 1
生
徒
が
自
力
で
問
題
に
取
り
組
み
、

次
時
の
最
初
に
教
師
が
解
説

世界史
授
業
の
概
要

設
立
　
１
９
２
３
（
大
正
12
）
年
　

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
１
４
０
人

２
０
２
３
年
度
卒
業
生
進
路
実
績
　
４
年
制
大
は
、
亜
細

亜
大
、
桜
美
林
大
、
杏
林
大
、
駿
河
台
大
、
帝
京
科
学
大
、

帝
京
大
、
東
京
経
済
大
、
東
洋
大
、
武
蔵
野
大
、
明
星
大

な
ど
に
延
べ
31
人
が
合
格
。
短
大
・
専
門
学
校
進
学
60
人
。

就
職
38
人
。

学
校
概
要

＊　同事業は、「予測困難な時代において、よい変化を起こそうと、 自分で課題を設定して振り返り、責任をもって行動する力を身につけさせるため、教師が指導
観を転換し、授業をデザインする必要がある。子どもが自ら学び方を選択し、自立した学習者になることを目指した授業づくりについて研究し、その成果を都内
全公立学校での展開に向けて普及する」ことを目的としている。
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石
川
先
生
は
、生
徒
が
学
習
内
容
の
全
体

を
見
通
せ
る
よ
う
、ワ
ー
ク
シ
ー
ト
は
１
枚

を
１
コ
マ
分
と
し
た
。そ
し
て
１
コ
マ
45
分

間
の
う
ち
、教
師
に
よ
る
前
時
の「
問
い
の
ス

テ
ッ
プ
」の
解
説
を
15
分
間
、
本
時
の
ワ
ー

ク
シ
ー
ト
の
取
り
組
み
を
15
分
間
、
答
え
の

入
力
と
振
り
返
り
を
15
分
間
と
し
て
い
る
。

　「
問
い
の
ス
テ
ッ
プ
」は
現
在
は
２
問
だ
が
、

１
学
期
は
３
問
と
し
て
い
た
。し
か
し
、３
問

目
に
た
ど
り
着
け
な
い
生
徒
が
少
な
か
ら
ず

い
た
こ
と
と
、授
業
冒
頭
の
教
師
に
よ
る
解

説
に
時
間
が
か
か
り
、生
徒
が
ワ
ー
ク
シ
ー

ト
に
取
り
組
む
時
間
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
こ
と
か
ら
、２
学
期
は
２
問
に
減
ら
し

た
。そ
れ
に
伴
い
、一
連
の
取
り
組
み
が
早
く

終
わ
っ
た
生
徒
に
は
、教
科
書
に
載
っ
て
い

る
用
語
の
中
で
分
か
ら
な
か
っ
た
も
の
に
つ

い
て
調
べ
て
ま
と
め
る
課
題
を
出
し
て
い
る
。

　
穴
埋
め
式
の
問
題
は
ア
ン
ケ
ー
ト
作
成
ツ

ー
ル
の
機
能
を
活
用
し
て
自
動
採
点
す
る
仕

組
み
に
し
、
生
徒
が
自
分
で
振
り
返
り
が
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　「
生
徒
は
、
間
違
え
た
問
題
を
そ
の
ま
ま

に
せ
ず
、
教
科
書
を
読
み
直
し
た
り
、
ク
ラ

※学校資料と取材を基に編集部で作成。
※学校資料を抜粋して掲載。

１コマでＡ３判のワークシート１枚を使用。教科書の１節分の内容から、穴埋め式
の問題を約15問と、それらの答えである知識を活用して考察する記述式問題「問い
のステップ」２問を出題している。

ス
メ
ー
ト
に
質
問
し
た
り
し
な
が
ら
再
度
取

り
組
み
ま
す
（
写
真
）。
完
答
す
る
ま
で
頑

張
っ
て
取
り
組
む
生
徒
も
い
ま
す
」

　
ま
た
、
何
を
使
っ
て
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
取

り
組
む
か
は
生
徒
の
自
由
だ
が
、
15
分
間
は

周
り
に
相
談
せ
ず
に
自
力
で
解
く
こ
と
と

し
、
答
え
を
入
力
す
る
時
間
に
な
っ
た
ら
周

り
に
相
談
し
て
も
よ
い
ル
ー
ル
に
し
た
。

　「
ま
ず
は
自
分
で
じ
っ
く
り
教
科
書
を
読

む
な
ど
し
て
、
答
え
を
導
き
出
し
て
ほ
し
い

と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。
自
分
で
考
え

る
か
ら
こ
そ
、『
分
か
ら
な
い
か
ら
知
り
た

い
』
と
い
っ
た
思
い
が
生
ま
れ
ま
す
し
、
自

分
が
理
解
し
て
い
る
点
、
分
か
ら
な
い
点
が

明
確
に
な
っ
て
こ
そ
、
学
び
合
い
が
成
立
す

る
と
考
え
て
い
ま
す
」

写真　穴埋め式の問題は、ＩＣＴを活用して自動採
点ができるようにした。生徒が自分で振り返りが
できることに加え、教師の採点業務が軽減される
のもメリットだ。

１コマの授業の進め方図２

1.  前時の「問いのステップ」の解説
	 （15分間）
生徒が前時に取り組んだ「問いのステップ」の２
問について、石川先生がスライドで重要箇所を示
し、生徒から答えを引き出しながら解説。

2.  本時のワークシートに
	 各自で取り組む（15分間）
生徒は各自、教科書や資料集、インターネット
などを活用しながら、本時のワークシートの穴
埋め式の問題と「問いのステップ」に取り組む。

3.  答え合わせと、答えの送信（15分間）
生徒は、穴埋め式の問題の答えをアンケート作
成ツールに入力して送信し、自動採点で正誤を
確認。間違えた問題は、教科書を読んだり、ク
ラスメートに質問したりして、再度取り組む。また、
「問いのステップ」も答えを入力して送信。ワー
クシートは生徒が各自で保管し、次時の石川先
生による解説の時に再び使用する。

１コマ分のワークシート（抜粋）図１

Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
解
答
を
自
動
採
点
。

間
違
え
た
問
題
は
再
度
取
り
組
む

生
徒
の
自
己
調
整
を
促
す
工
夫

答えのヒントと
なる教科書の
該当ページを
示す

考察の指針となるよう、
使用する語句を指定

教科書を丁寧に読
めば解答できる穴
埋め式の問題

答えのヒントと
なる教科書の
該当ページを
示す

「主体的な学び」の実現の鍵を握る
「自己調整学習」とはどのような学びか？特集
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こ
れ
ま
で
石
川
先
生
は
、
生
徒
が
学
習
内

容
に
対
し
て
関
心
を
持
て
る
よ
う
、
画
像
や

動
画
を
豊
富
に
取
り
入
れ
た
自
作
の
ス
ラ
イ

ド
を
見
せ
な
が
ら
授
業
を
進
め
て
い
た
。
し

か
し
、
集
中
力
が
続
か
な
い
生
徒
は
少
な
く

な
か
っ
た
。
生
徒
の
学
習
意
欲
を
高
め
ら
れ

る
方
法
を
思
案
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
自
由
進

度
学
習
の
こ
と
を
知
っ
た
。
自
分
の
授
業
ス

タ
イ
ル
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
に
戸
惑
い
は

あ
っ
た
が
、
生
徒
の
思
考
が
止
ま
ら
な
い
授

業
を
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
自
由
進
度

学
習
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
挑
戦
し
た
。

　「
生
徒
に
学
び
を
任
せ
る
こ
と
に
不
安
は

あ
り
ま
し
た
が
、
い
ざ
始
め
て
み
る
と
、
ど

の
生
徒
も
自
分
で
考
え
、
手
を
動
か
し
て
ワ

ー
ク
シ
ー
ト
に
取
り
組
む
姿
に
手
応
え
を
感

じ
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
集
中
力
が
途
切
れ

や
す
か
っ
た
生
徒
が
、『
問
い
の
ス
テ
ッ
プ
』

の
答
え
を
解
答
欄
か
ら
は
み
出
す
ほ
ど
書
い

た
時
は
非
常
に
驚
き
ま
し
た
。
自
分
で
学
び

を
進
め
ら
れ
る
場
が
あ
れ
ば
、
生
徒
は
自
立

し
て
学
ぶ
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
」

　
１
学
期
を
通
し
て
自
由
進
度
学
習
を
行
っ

た
こ
と
で
、
生
徒
も
そ
の
学
び
方
に
す
っ
か

り
慣
れ
た
様
子
だ
。
今
後
の
課
題
は
、
歴
史

的
な
見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
る
問
題
を
授

業
に
ど
の
よ
う
に
組
み
込
ん
で
い
く
か
だ
。

「
問
い
の
ス
テ
ッ
プ
」
の
解
説
の
中
で
理
解

し
て
ほ
し
い
点
は
解
説
し
て
い
る
も
の
の
、

現
状
で
は
穴
埋
め
式
の
問
題
が
中
心
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
歴
史
的
な
見
方
・
考
え
方
を
十

分
育
め
て
い
る
と
は
言
い
難
い
か
ら
だ
。

　
ま
た
、
数
コ
マ
を
か
け
て
取
り
組
む
自
由

進
度
学
習
や
学
習
評
価
の
見
直
し
に
も
挑
戦

し
た
い
と
、
石
川
先
生
は
語
る
。

　「
１
学
期
末
に
、
２
コ
マ
を
使
っ
て
３
つ

の
課
題
に
取
り
組
む
自
由
進
度
学
習
を
行
い

ま
し
た
。
学
習
計
画
や
振
り
返
り
を
書
き
込

む
『
学
習
プ
ラ
ン
シ
ー
ト
』（
図
３
）
を
用

意
し
た
と
こ
ろ
、
生
徒
は
取
り
組
む
課
題
を

自
分
で
決
め
て
計
画
的
に
学
習
を
進
め
て
い

た
こ
と
か
ら
、
数
コ
マ
に
わ
た
っ
て
も
自
己

調
整
が
で
き
る
と
分
か
り
ま
し
た
。
２
学
期

末
ま
で
に
、
そ
の
形
式
を
改
良
し
た
自
由
進

度
学
習
を
行
い
、
そ
こ
で
取
り
組
ん
だ
問
題

を
期
末
考
査
で
出
す
こ
と
で
、
指
導
と
評
価

の
一
体
化
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
同
校
で
は
他
教
科
・
科
目
で
も
自
由
進
度

学
習
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
互
見
授
業
な
ど

を
通
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
実
践
か
ら
学
び
合

い
、
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
い
く
。

●
生
徒
の
声

自
分
で
教
科
書
な
ど
を
読
み
な
が
ら

問
題
を
解
き
、
記
述
も
す
る
の
で
、

必
要
な
情
報
を
読
み
取
る
力
や
書
く
力
が
つ

い
て
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
先
生
の
解
説

も
、
た
だ
聞
く
だ
け
の
時
よ
り
も
、
自
分
で

考
え
て
か
ら
聞
く
今
の
ス
タ
イ
ル
の
方
が
内

容
が
理
解
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

穴
埋
め
式
の
問
題
は
、
自
動
採
点
を

し
て
、
間
違
え
た
問
題
は
す
ぐ
解
き

直
し
て
完
答
し
て
い
ま
す
。
記
述
式
問
題
の

難
易
度
は
高
い
で
す
が
、
先
生
に
ヒ
ン
ト
を

も
ら
い
な
が
ら
で
も
、「
分
か
っ
た
！
」
と
思

っ
て
答
え
が
書
け
た
時
は
達
成
感
が
あ
り
ま

す
。
先
生
の
解
説
は
、
自
分
が
考
え
た
こ
と

を
振
り
返
っ
て
見
直
す
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　　
生
徒
が
自
分
で
学
習
を
進
め
て
い
る
間
、

石
川
先
生
は
教
室
内
を
回
っ
て
生
徒
の
様
子

を
丁
寧
に
見
取
り
、
必
要
に
応
じ
て
声
か
け

を
行
う
。

　「
自
由
進
度
学
習
を
取
り
入
れ
て
か
ら
、

個
別
指
導
が
格
段
に
し
や
す
く
な
り
ま
し

た
。
本
校
の
生
徒
は
、
理
解
で
き
な
い
部
分

が
あ
る
と
、
す
ぐ
に
手
が
止
ま
っ
て
し
ま
う

傾
向
が
あ
る
た
め
、
そ
う
し
た
生
徒
に
は
、

『
一
緒
に
読
ん
で
み
よ
う
か
』『
ど
ち
ら
か
１

問
で
も
や
っ
て
み
よ
う
か
』
と
、
少
し
で
も

手
が
動
く
よ
う
な
声
か
け
を
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
学
習
を
進
め
ら
れ
て
い
る
生
徒
に

は
、『
も
う
そ
こ
ま
で
で
き
た
ん
だ
。
早
い
ね
』

な
ど
と
褒
め
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

　
生
徒
か
ら
の
質
問
に
対
す
る
答
え
方
も
変

化
し
た
。
例
え
ば
、「
こ
の
答
え
で
合
っ
て

い
る
か
」
な
ど
と
聞
か
れ
た
場
合
は
、
合
っ

て
い
る
か
、
間
違
っ
て
い
る
か
だ
け
を
答

え
、「
分
か
ら
な
い
」
と
質
問
さ
れ
た
場
合
は
、

ど
こ
が
分
か
ら
な
い
の
か
を
尋
ね
た
上
で
、

答
え
を
導
き
出
す
ヒ
ン
ト
と
な
る
教
科
書
の

該
当
ペ
ー
ジ
を
示
し
て
い
る
。

　「
私
が
答
え
を
言
う
こ
と
は
せ
ず
、
生
徒
が

自
分
で
答
え
を
導
き
出
せ
る
よ
う
な
ヒ
ン
ト

を
出
し
て
い
ま
す
。
生
徒
が
自
分
の
頭
で
考

え
る
こ
と
を
何
よ
り
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
」

学習プランシート（抜粋）図3

※学校資料を抜粋して掲載。

自
立
し
て
学
ぶ
生
徒
の
姿
を
見
て
、

連
続
コ
マ
の
自
由
進
度
学
習
に
挑
戦

成
果
・展
望

生
徒
が
自
分
で
進
め
る
か
ら
こ
そ
、

大
切
な
の
は
教
師
の
声
か
け
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２
０
２
４
年
度
に
、
東
京
都
教
育
委
員
会

「
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
こ
れ
か
ら
の
学
び

研
究
校
」
の
指
定
を
受
け
て
、
生
徒
が
自
ら

学
び
方
を
選
択
し
、
自
立
し
た
学
習
者
と
な

る
こ
と
を
目
指
し
た
授
業
づ
く
り
を
研
究
し

て
い
る
東
京
都
立
多
摩
高
校
（
詳
細
は
Ｐ
．15

コ
ラ
ム
参
照
）。
そ
の
研
究
の
中
心
を
担
う

Ｉ
Ｃ
Ｔ
委
員
会
実
行
委
員
長
の
植う

え
し
ま嶋
悠
太
先

生
は
、
今
年
度
の
１
学
期
か
ら
、
担
当
す
る

１
年
生
の
「
数
学
Ⅰ
」
で
単
元
内
自
由
進
度

学
習
を
行
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
ど
の
よ
う

に
授
業
を
進
め
て
い
る
の
か
を
、
２
学
期
に

学
習
し
た
２
次
関
数
の
単
元
を
例
に
見
て
い

く
（
Ｐ
．12
図
１
）。

　
同
単
元
の
授
業
時
数
は
全
15
コ
マ
で
、
内

容
の
ま
と
ま
り
ご
と
に
３
つ
の
タ
ー
ム
に
分

け
て
い
る
。
１
タ
ー
ム
は
４
コ
マ
で
、
各
コ

マ
を
次
の
よ
う
に
進
め
る
。

１
コ
マ
目
：
植
嶋
先
生
が
そ
の
タ
ー
ム
で
扱

う
学
習
内
容
を
解
説
（
タ
ー
ム
３
の
み
３
コ

マ
目
で
も
実
施
）。

２・
３
コ
マ
目
：
自
由
進
度
学
習
の
時
間
。

生
徒
は
植
嶋
先
生
の
自
作
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

に
取
り
組
む
。
そ
の
際
、
教
科
書
や
植
嶋
先

生
が
作
成
し
た
解
説
動
画
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
、
何
を
活
用
す
る
か
は
生
徒
の
自
由

だ
。
植
嶋
先
生
や
友
人
に
質
問
し
て
も
よ
い
。

４
コ
マ
目
：
前
半
は
自
由
進
度
学
習
を
、
後

半
は
該
当
タ
ー
ム
の
学
習
内
容
の
確
認
テ
ス

ト
を
実
施
。
　

　
メ
イ
ン
の
教
材
と
な
る
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

は
、
２
次
関
数
の
単
元
で
は
全
部
で
29
枚
。

「
原
点
を
通
る
２
次
関
数
」「
２
次
関
数
の
標

準
形
と
グ
ラ
フ
」
な
ど
、
内
容
の
ま
と
ま
り

ご
と
に
、
解
説
と
例
題
、
練
習
問
題
を
掲
載

し
て
い
る
。
各
タ
ー
ム
の
１
コ
マ
目
に
、
そ

の
タ
ー
ム
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
ま
と
め
て
配

布
す
る
。
す
べ
て
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
取
り

組
む
必
要
は
な
く
、
理
解
で
き
て
い
る
と
思

っ
た
内
容
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
は
取
り
組
ま

な
く
て
も
よ
い
。
単
元
の
最
後
に
す
べ
て
の

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
提
出
さ
せ
、
取
り
組
み
状

況
を
評
価
の
材
料
と
す
る
。

　
生
徒
が
初
め
て
自
由
進
度
学
習
に
取
り
組

ん
だ
１
学
期
は
、
１
単
元
に
つ
き
１
コ
マ
の

み
で
自
由
進
度
学
習
を
行
っ
た
。
そ
の
最
初

の
授
業
で
は
、
植
嶋
先
生
が
生
徒
に
学
習
の

進
め
方
を
説
明
し
、
自
由
進
度
学
習
を
行
う

目
的
と
し
て
、「
社
会
に
出
て
か
ら
も
様
々

な
こ
と
を
学
び
続
け
る
必
要
が
あ
る
。
だ
か

ら
こ
そ
将
来
、
自
分
の
力
で
学
習
を
進
め
ら

れ
る
よ
う
、
学
び
方
を
学
ぼ
う
」
と
伝
え
た
。

　
そ
う
し
て
１
学
期
の
間
に
生
徒
が
自
由
進

度
学
習
に
慣
れ
た
様
子
が
う
か
が
え
た
た

め
、
２
学
期
は
２
コ
マ
以
上
で
自
由
進
度
学

習
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

主
任
教
諭
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
委
員
会
実

行
委
員
長

植
嶋
悠
太 

う
え
し
ま
・
ゆ
う
た

同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。
数
学

科
。
教
務
部
。

自
分
が
選
ん
だ
方
法
や
ペ
ー
ス
で
学
び
な
が
ら
、

自
分
に
合
っ
た
学
び
方
を
見
い
だ
す

東
京
都
立
多
摩
高
校
　

植う
え
し
ま嶋
悠
太

生
徒
が
自
ら
学
び
方
を
選
択
し
、
自
立
し
た
学
習
者
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
た
授
業
づ
く
り
を
研
究
し
て
い
る

東
京
都
立
多
摩
高
校
は
、
授
業
事
例
１
の
世
界
史
（
Ｐ
．８
〜
10
）
以
外
の
教
科
・
科
目
で
も
自
由
進
度
学
習
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

そ
の
１
つ
で
あ
る
「
数
学
Ⅰ
」
で
は
、
単
元
の
ま
と
ま
り
ご
と
に
自
由
進
度
学
習
を
行
っ
て
い
る
。

授業事例 2

数学
単
元
の
ま
と
ま
り
ご
と
に

自
由
進
度
学
習
を
取
り
入
れ
る

※
学
校
概
要
は
、
Ｐ
．８
に
掲
載

授
業
の
概
要

「主体的な学び」の実現の鍵を握る
「自己調整学習」とはどのような学びか？特集
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自
由
進
度
学
習
を
行
う
に
あ
た
っ
て
、
植

嶋
先
生
は
、
生
徒
が
自
分
で
学
べ
る
環
境
づ

く
り
に
力
を
入
れ
た
。

　「
本
校
の
生
徒
の
多
く
は
数
学
が
得
意
で

は
な
く
、
学
び
方
を
自
分
で
工
夫
し
た
経
験

も
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
生
徒
が
学
び
に

向
か
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
生
徒
の

学
力
レ
ベ
ル
に
合
っ
た
教
材
を
用
意
す
る
と

と
も
に
、
生
徒
が
つ
ま
ず
い
た
時
に
、
諦
め

ず
に
粘
り
強
く
取
り
組
み
続
け
ら
れ
る
よ
う

な
解
法
の
ヒ
ン
ト
を
提
示
す
る
こ
と
が
必
要

だ
と
考
え
ま
し
た
」

　
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
は
１
人
で
取
り
組
め
る
こ

と
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
作
成
し
た（
図
２
）。「
原

点
を
通
る
２
次
関
数
」「
２
次
関
数
の
標
準

形
と
グ
ラ
フ
」
な
ど
、
内
容
の
ま
と
ま
り
ご

と
に
解
説
と
例
題
、
練
習
問
題
を
掲
載
。
そ

し
て
、
生
徒
が
自
分
で
例
題
や
練
習
問
題
の

答
え
合
わ
せ
を
し
て
振
り
返
り
が
で
き
る
よ

う
、
す
べ
て
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
解
答
を
ク

ラ
ウ
ド
に
ア
ッ
プ
し
、
そ
こ
に
ア
ク
セ
ス
で

き
る
２
次
元
コ
ー
ド
を
各
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の

右
下
に
掲
載
し
た
（
写
真
１
）。

　
さ
ら
に
、
す
べ
て
の
例
題
に
お
い
て
、解

法
の
ヒ
ン
ト
を
示
し
た
動
画
を
作
成
。
そ
れ

を
動
画
配
信
サ
ー
ビ
ス
に
ア
ッ
プ
し
、
動
画

に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
２
次
元
コ
ー
ド
を
ワ
ー

ク
シ
ー
ト
の
各
例
題
の
横
に
掲
載
し
た
。
動

画
の
長
さ
は
１
本
40
〜
90
秒
程
度
で
、
植
嶋

先
生
の
手
書
き
の
文
字
に
よ
る
解
説
が
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
で
流
れ
る
。
授
業
中
に
視
聴
し

て
も
周
囲
の
邪
魔
に
な
ら
な
い
よ
う
、
音
声

は
つ
け
て
い
な
い
。

　「
問
題
を
解
い
た
ら
答
え
合
わ
せ
を
し
、

間
違
え
た
問
題
に
つ
い
て
は
解
法
の
ヒ
ン
ト

を
示
し
た
動
画
を
見
て
、
自
分
が
ど
こ
ま
で

理
解
で
き
て
い
る
か
を
確
認
し
、
で
き
て
い

な
い
部
分
は
動
画
で
学
習
し
て
か
ら
解
き
直

す
と
い
っ
た
、
生
徒
が
自
立
し
て
学
ぶ
姿
を

※学校資料をそのまま掲載。

写真1　ワークシートの２次元コードを読み取ると、
例題や練習問題の解答にアクセスすることができる。
自分のよいタイミングで答え合わせをし、振り返り
をすることができる。

２次関数のワークシート（例）図２

時数 内容（１コマ45分間）

1
夏季休業中の宿題が範囲のテスト
学習計画の説明
説明：補充プリントについて

２
ターム１
説明：①②２次関数の基礎
説明：③グラフの書き方

３ 自由進度学習

４ 自由進度学習

５ 自由進度学習（20分間）、確認テスト

６
ターム２
説明：⑤平方完成
自由進度学習（20分間）、確認テスト

７ 自由進度学習

８ 自由進度学習

９ 自由進度学習（20分間）、確認テスト

10 ターム３
説明：⑥最大・最小

11 自由進度学習

12 説明：⑦最大・最小（定義域あり）
自由進度学習（20分間）

13 自由進度学習（20分間）、確認テスト

14 ワークシート提出

15 問題集提出

※学校資料を基に編集部で作成。

２次関数の単元の指導計画図１

生
徒
の
自
己
調
整
を
促
す
工
夫

解
答
は
す
べ
て
ク
ラ
ウ
ド
に
ア
ッ
プ
。

解
法
の
ヒ
ン
ト
は
動
画
で
提
供

ワークシートの全問題の
解答にアクセスできる２次
元コードを右下に掲載

ワークシートの難
易度を色で表示。
青は基礎、緑は標
準、黄は応用、赤
は発展で、「学びの
フローシート」（図
３）の色とも対応し
ている

必ず理解してほしい問題
には、植嶋先生が作成し
た、解法のヒントとなる
動画にアクセスできる２
次元コードを掲載
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各タームの学習目標や学習内容の流れを図解した「学びのフローシート」。青、緑、黄、赤は、ワークシートの色に対応している。
※学校資料をそのまま掲載。

イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
教
材
を
作
り
ま
し
た
。

そ
う
し
た
教
材
を
用
意
し
て
お
く
こ
と
で
、

授
業
を
休
み
が
ち
な
生
徒
が
出
た
時
に
、
家

庭
で
１
人
で
も
学
べ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
も

想
定
し
て
い
ま
す
」

　
取
り
組
む
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
は
生
徒
が
自
分

で
決
め
る
た
め
、
取
り
組
み
の
見
通
し
が
立

て
ら
れ
る
よ
う
、
基
礎
は
青
、
標
準
は
緑
、

応
用
は
黄
、
発
展
は
赤
と
、
難
易
度
別
に
色

を
つ
け
た
。

　「
各
タ
ー
ム
の
冒
頭
に
、
私
が
学
習
内
容

に
つ
い
て
解
説
を
し
ま
す
が
、
そ
の
解
説
も
、

自
分
は
理
解
で
き
て
い
る
と
思
っ
た
の
な
ら

ば
、
聞
か
ず
に
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
取
り
組
ん

で
も
よ
い
と
伝
え
て
い
ま
す
。
私
か
ら
見
て

解
説
を
聞
い
た
方
が
よ
い
と
思
う
生
徒
が
解

説
を
聞
い
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

問
題
が
解
け
ず
に
解
説
を
聞
い
て
お
け
ば
よ

か
っ
た
と
思
っ
た
の
な
ら
ば
、
そ
れ
も
１
つ

の
学
び
だ
と
捉
え
、
解
説
を
聞
く
か
ど
う
か

に
つ
い
て
も
生
徒
に
任
せ
て
い
ま
す
」

　
単
元
の
最
後
に
は
す
べ
て
の
ワ
ー
ク
シ
ー

ト
を
植
嶋
先
生
に
提
出
す
る
が
、
そ
れ
ま
で

に
生
徒
は
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
答
え
合
わ
せ
ま

で
済
ま
せ
て
お
く
。
答
え
合
わ
せ
は
い
つ
し

て
も
よ
く
、
授
業
中
に
答
え
合
わ
せ
を
し
て
、

間
違
え
た
問
題
に
再
度
取
り
組
む
生
徒
も
い

れ
ば
、
家
庭
学
習
で
ま
と
め
て
振
り
返
り
を

す
る
生
徒
も
い
る
。

　「
机
間
指
導
の
際
、
誤
答
が
多
い
生
徒
に

は
、
そ
の
ま
ま
学
習
を
進
め
て
し
ま
う
と
後

で
理
解
し
直
す
こ
と
が
大
変
に
な
る
た
め
、

『
答
え
合
わ
せ
を
し
て
み
た
ら
』
と
声
を
か

け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

　
単
元
の
最
初
の
授
業
で
は
、
単
元
の
全

体
像
を
示
し
た
、「
学
び
の
フ
ロ
ー
シ
ー
ト
」

を
生
徒
に
配
布
し
て
い
る
（
図
３
）。
そ
れ

は
単
元
の
授
業
計
画
と
各
タ
ー
ム
の
目
標
や

学
習
内
容
の
流
れ
を
図
解
し
た
も
の
で
、
学

習
内
容
を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
青
、
緑
、
黄
、

赤
の
色
と
対
応
さ
せ
て
示
し
、
自
分
が
今
何

に
取
り
組
ん
で
い
る
か
が
視
覚
的
に
す
ぐ
認

識
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
　

　「
生
徒
が
学
び
の
見
通
し
を
持
て
る
よ
う
、

授
業
中
は
ス
ク
リ
ー
ン
に
『
学
び
の
フ
ロ
ー

シ
ー
ト
』
の
該
当
タ
ー
ム
を
投
影
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
生
徒
に
は
、『
学
び
の
フ
ロ
ー

シ
ー
ト
』
を
授
業
の
た
び
に
見
て
、
今
、
自

分
は
ど
こ
ま
で
理
解
で
き
て
い
る
の
か
を
確

認
し
、
本
時
に
何
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
す

る
の
か
を
意
識
し
て
取
り
組
も
う
と
伝
え
て

い
ま
す
」

２次関数「学びのフローシート」図３

必ず理解してほしい
問題には、「重要」
マークをつけている

「
学
び
の
フ
ロ
ー
シ
ー
ト
」
で

自
分
の
学
び
を
見
通
せ
る
よ
う
に

解
説
を
聞
か
ず
に
後
悔
し
て
も
、

そ
れ
が
１
つ
の
学
び
に
な
る

生徒が学びを見通せるよ
う、単元の授業計画を掲載

すべてのワークシートの
解答にアクセスできる２
次元コードを右下に掲載

「主体的な学び」の実現の鍵を握る
「自己調整学習」とはどのような学びか？特集
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必
ず
理
解
し
て
ほ
し
い
問
題
に
は
「
重
要
」

マ
ー
ク
を
つ
け
て
い
る
。
１
学
期
の
授
業
で

は
、
そ
れ
に
該
当
す
る
問
題
に
取
り
組
め
て

い
な
い
生
徒
が
い
た
か
ら
だ
。

　「『
学
び
の
フ
ロ
ー
シ
ー
ト
』
で
は
、
学
習

の
順
序
や
重
要
ポ
イ
ン
ト
な
ど
、
学
び
の
道

筋
を
示
し
て
い
ま
す
。
学
び
方
を
自
分
で
選

択
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
自
由
進
度
学
習

の
要
で
す
が
、
何
か
ら
取
り
組
め
ば
よ
い
の

か
、
そ
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
こ
と
は
示
す
必
要

が
あ
る
と
考
え
ま
し
た
」

　
自
由
進
度
学
習
の
時
間
は
、
植
嶋
先
生
は
、

生
徒
一
人
ひ
と
り
の
学
習
状
況
を
見
て
回

り
、
個
別
支
援
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　「
学
び
方
を
あ
ま
り
試
行
錯
誤
し
た
こ
と
が

な
い
生
徒
は
、今
の
学
び
方
が
自
分
に
合
っ

て
い
る
か
ど
う
か
を
判
断
で
き
ま
せ
ん
。そ
こ

で
、学
び
方
が
生
徒
に
合
っ
て
い
れ
ば
、『
よ

く
で
き
て
い
る
ね
』と
褒
め
、合
っ
て
い
な
け

れ
ば
、
別
の
学
び
方
を
提
案
す
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
そ
の
繰
り
返
し
に
よ
っ
て
、
生

徒
は
自
分
に
合
う
学
び
方
を
理
解
し
、自
分

で
学
び
方
を
工
夫
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
」

　
生
徒
が
理
解
で
き
て
い
る
点
、頑
張
っ
て

い
る
点
を
見
取
り
、褒
め
る
こ
と
も
増
え
た
。

　「
生
徒
の
小
さ
な
変
化
も
見
取
っ
て
、
理

解
で
き
て
い
る
点
を
褒
め
て
い
ま
す
。
そ
う

し
た
こ
と
が
十
分
で
き
る
の
も
、
生
徒
に
学

び
を
任
せ
、
教
師
は
支
援
に
回
る
自
由
進
度

学
習
の
よ
さ
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
」

　　
自
由
進
度
学
習
を
取
り
入
れ
た
こ
と
に
よ

る
何
よ
り
の
成
果
は
、
生
徒
が
自
分
で
考
え

て
学
び
を
進
め
て
い
る
こ
と
だ
。
動
画
を
見

た
ら
、
ど
こ
で
つ
ま
ず
い
て
い
る
の
か
が
分

か
り
、
そ
こ
を
学
習
し
直
し
た
ら
正
解
す
る

こ
と
が
で
き
た
、
友
人
に
教
え
て
も
ら
っ
た

ら
分
か
り
や
す
か
っ
た
な
ど
、
生
徒
が
自
ら

学
び
方
を
試
し
、
そ
れ
が
自
分
に
合
っ
て
い

た
か
ど
う
か
を
振
り
返
っ
て
い
る
。
机
間
指

導
で
植
嶋
先
生
が
そ
の
様
子
を
見
取
り
、
評

価
す
る
機
会
が
あ
る
こ
と
で
、
生
徒
は
学
び

方
を
学
ん
で
い
る
。

　「
自
分
の
理
解
度
に
合
っ
た
問
題
に
、
自

分
に
合
っ
た
方
法
・
ペ
ー
ス
で
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
、
教
師
の
個
別
支
援
が
丁
寧
に
受

け
ら
れ
る
自
由
進
度
学
習
は
、
基
礎
・
基
本

の
定
着
を
目
標
と
す
る
本
校
の
生
徒
に
適
し

て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
１
学
期
の
期
末

考
査
の
正
答
率
が
中
間
考
査
よ
り
も
上
が

り
、
学
力
の
面
で
も
成
果
が
出
て
い
ま
す
」　

　「
で
き
た
」「
分
か
っ
た
」
と
い
う
経
験
は
、

生
徒
の
学
習
意
欲
も
高
め
て
い
る
よ
う
だ
。

あ
る
生
徒
は
、
１
学
期
の
自
由
進
度
学
習
で
、

自
分
で
理
解
し
な
が
ら
学
習
を
進
め
ら
れ
た

と
い
う
手
応
え
を
得
た
。
数
学
が
苦
手
な
そ

の
生
徒
に
と
っ
て
２
次
関
数
は
難
し
か
っ
た

が
、「
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
」と
い

う
思
い
か
ら
、
２
コ
マ
目
の
解
説
の
授
業
後
、

植
嶋
先
生
に
質
問
を
し
に
行
っ
た
。
先
生
の

回
答
か
ら
し
っ
か
り
と
理
解
で
き
た
生
徒

は
、
３
コ
マ
目
で
は
、
前
時
に
休
ん
で
植
嶋

先
生
の
解
説
を
聞
け
な
か
っ
た
友
人
に
、
自

分
が
学
ん
だ
こ
と
を
教
え
た
（
写
真
２
）。

　「
数
学
が
苦
手
な
生
徒
が
、
必
ず
理
解
し

た
い
と
粘
り
強
く
質
問
し
て
く
れ
た
こ
と
が

う
れ
し
か
っ
た
で
す
し
、
友
人
に
丁
寧
に
教

え
る
姿
を
見
て
、
自
由
進
度
学
習
を
取
り
入

れ
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
」

　
植
嶋
先
生
が
目
指
す
の
は
、
高
校
を
卒
業

し
た
後
も
自
分
で
新
し
い
こ
と
を
学
べ
る
力

を
育
む
こ
と
だ
。

　「
社
会
人
に
な
れ
ば
、
自
分
に
必
要
な
知

識
・
技
能
が
何
か
を
自
分
で
判
断
し
、
自
分

で
獲
得
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
の
学
び
方
を
学
べ
る
の
は
、
高
校

生
の
今
が
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
生
徒
が

自
分
の
学
び
方
を
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
、
し

っ
か
り
と
伴
走
す
る
た
め
に
、
よ
り
よ
い
方

法
を
模
索
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

●
生
徒
の
声

毎
回
、
友
人
と
一
緒
に
ワ
ー
ク
シ
ー

ト
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
先
生
に

は
質
問
し
に
く
い
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で

も
、
友
人
に
な
ら
「
こ
れ
、
何
？
」
と
気
軽

に
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
友
人
に
質
問

さ
れ
て
説
明
す
る
と
、
自
分
の
理
解
も
よ
り

深
ま
り
ま
す
。
数
学
は
苦
手
で
す
が
、
今
の

学
び
方
に
な
っ
て
か
ら
、「
数
学
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
」
と
い
う
実
感
が
あ
り

ま
す
。
成
績
も
中
学
校
時
代
と
比
べ
て
格
段

に
上
が
り
、
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

授
業
中
に
自
分
で
答
え
合
わ
せ
を
し

て
、
ど
こ
が
で
き
て
い
な
い
か
を
確

認
し
な
が
ら
自
分
の
ペ
ー
ス
で
学
習
を
進
め

ら
れ
る
点
が
、
自
分
に
合
っ
て
い
ま
す
。
集

中
し
て
取
り
組
め
る
の
で
、
予
定
よ
り
も
先

の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
進
む
こ
と
も
よ
く
あ
り

ま
す
。

写真２　１学期は学び合いはあまり見られなかった
が、２学期になるとクラス内の人間関係ができてき
たからか、学び合う姿があちこちで見られている。

成
果
・展
望

自
分
な
り
に
試
行
錯
誤
し
、

学
び
方
を
学
ぶ
生
徒
た
ち
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　「
授
業
が
分
か
る
　
学
び
た
く
な
る
」を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、生
徒
が
主
体
的
に
学
ぶ
授
業
を
模
索
し

て
き
た
東
京
都
立
多
摩
高
校
は
23
年
度
、Ｏ
Ｐ
Ｐ

Ａ（
＊
１
）を
活
用
し
た
、
生
徒
が
自
分
で
目
標
を

立
て
て
授
業
に
取
り
組
み
、最
後
に
自
分
の
学
び

を
振
り
返
る
活
動
を
全
教
科
・
科
目
で
実
施
。さ

ら
に
、問
題
の
解
答
や
実
験
方
法
を
解
説
す
る
動

画
の
作
成
な
ど
に
お
い
て
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
積
極
的
に

活
用
し
て
き
た
。そ
れ
ら
の
活
動
が
東
京
都
教
育

委
員
会（
以
下
、都
教
委
）の
目
に
留
ま
り
、
24
年

度
、「
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
こ
れ
か
ら
の
学
び

研
究
校
」の
指
定
を
受
け
た
。そ
こ
で
、校
内
で
の

研
究
推
進
を
担
う
組
織
と
し
て
、
管
理
職
や
各
主

任
ら
、計
13
人
か
ら
成
る「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
委
員
会
」を
設

置
し
、新
た
な
授
業
づ
く
り
に
取
り
組
み
始
め
た
。

　
同
委
員
会
実
行
委
員
長
の
植
嶋
先
生
が
、毎
週

同
校
を
訪
問
す
る
都
教
委
の
指
導
主
事
と
、ど
の

よ
う
な
授
業
を
行
う
か
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
重

ね
る
中
で
出
て
き
た
の
が
自
由
進
度
学
習
だ
っ
た
。

　「
学
び
方
が
分
か
ら
な
い
生
徒
が
自
分
で
学
べ

る
よ
う
に
な
る
た
め
に
は
、
生
徒
に
学
び
方
の
選

択
肢
を
与
え
、
そ
の
中
か
ら
自
分
に
合
い
そ
う
な

学
び
方
を
試
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
授
業
が
必

要
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
」（
植
嶋
先
生
）

　
授
業
に
自
由
進
度
学
習
を
取
り
入
れ
る
こ
と
を

呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
石
川
先
生
と
物
理
担
当
の

米め

の野
瑞
穂
先
生
が
名
乗
り
を
上
げ
、
１
学
期
は
３

人
が
実
践
す
る
こ
と
と
な
っ
た
（
石
川
先
生
の
実

践
は
Ｐ
．８
〜
10
、
植
嶋
先
生
の
実
践
は
Ｐ
．11
〜

14
参
照
）。上か
み
村む
ら
礼
子
校
長
は
、次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
本
校
は
前
校
長
の
時
か
ら
、
若
手
の
教
師
が

校
内
研
修『
多
摩
研
』を
月
１
回
実
施
し
、『
東
京

教
師
道
場
』（
＊
２
）に
何
人
も
の
教
師
が
参
加
す

る
な
ど
、
授
業
改
善
に
熱
心
で
、
そ
れ
ま
で
の
方

法
を
変
え
た
り
、
新
し
い
こ
と
を
取
り
入
れ
た
り

す
る
こ
と
を
い
と
い
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
文
化
が

学
校
に
あ
る
か
ら
こ
そ
、
自
由
進
度
学
習
の
実
施

に
踏
み
出
せ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
」

　
石
川
先
生
は
、
自
校
の
生
徒
に
と
っ
て
よ
り
よ

い
授
業
を
し
た
い
一
心
で
挑
戦
し
た
と
語
る
。

　「
生
徒
が
『
分
か
る
』
と
実
感
で
き
る
授
業
を

す
る
こ
と
が
、生
徒
と
教
師
の
信
頼
関
係
を
築
き
、

生
徒
指
導
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
ま
し
た
」

　
新
た
な
挑
戦
は
生
徒
の
学
習
意
欲
を
高
め
、
教

師
の
生
徒
観
を
変
え
た
と
、
米
野
先
生
は
語
る
。

　「
生
徒
は『
自
分
が
や
ら
な
け
れ
ば
』と
、
自
分

で
工
夫
し
て
学
び
を
進
め
て
い
ま
す
。
以
前
は
集

中
力
が
途
切
れ
が
ち
だ
っ
た
生
徒
も
、
今
は
最
後

ま
で
課
題
に
取
り
組
め
て
い
ま
す
。
そ
の
姿
を
見

て
、本
校
の
生
徒
も
自
分
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
、

任
せ
て
大
丈
夫
だ
と
、生
徒
観
が
変
わ
り
ま
し
た
」

　
そ
う
し
た
成
果
を
受
け
、
２
学
期
は
全
校
に
自

由
進
度
学
習
を
広
げ
て
い
く
予
定
だ
。
職
員
会
議

な
ど
で
３
人
の
授
業
の
様
子
を
紹
介
す
る
と
と
も

に
、
互
見
授
業
を
推
進
す
る
。「
ま
ず
、
自
由
進

度
学
習
で
生
徒
が
学
ぶ
姿
を
見
て
ほ
し
い
。
そ
う

す
れ
ば
、
他
の
教
師
も
生
徒
へ
の
見
方
が
変
わ
る

は
ず
で
す
。
そ
れ
が
、
自
由
進
度
学
習
を
始
め
る

一
歩
に
な
る
で
し
ょ
う
」
と
、上
村
校
長
は
語
る
。

　
ま
た
、教
材
作
成
の
校
内
研
修
も
実
施
予
定
だ
。

　「
自
由
進
度
学
習
で
教
師
が
果
た
す
べ
き
役
割

は
生
徒
の
伴
走
で
あ
り
、
生
徒
が
自
分
で
学
べ
る

環
境
を
ど
れ
だ
け
準
備
で
き
る
か
が
重
要
で
す
。

適
す
る
教
材
を
選
び
、
そ
の
教
材
を
使
っ
て
生
徒

が
ど
う
学
ぶ
か
を
予
測
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生

徒
が
自
分
で
学
べ
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
生
徒
は
自
ら
学
び
始
め
、
自
分
で
学
び
を

進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
」　

　
学
校
全
体
で
授
業
が
変
わ
り
、
生
徒
が
自
分
で

学
ぶ
よ
う
に
な
れ
ば
、
教
師
の
生
徒
観
も
転
換
さ

れ
る
。
そ
う
な
る
こ
と
で
、
生
徒
指
導
も
変
化
す

る
の
で
は
な
い
か
と
、
花は

な
木き

敦
副
校
長
は
語
る
。

　「
現
在
、
生
徒
主
導
で
校
則
を
見
直
す
活
動
を

計
画
中
で
す
。
生
徒
が
授
業
で
主
体
性
を
発
揮
し

て
学
び
、
自
分
は
で
き
る
と
自
信
を
持
て
る
よ
う

に
な
れ
ば
、
そ
れ
が
普
段
の
生
活
に
も
表
れ
、
学

校
全
体
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
は
ず
で
す
。
生

徒
が
よ
り
輝
く
学
校
を
目
指
し
て
、
授
業
改
善
と

生
徒
指
導
を
一
体
化
し
て
推
進
し
て
い
き
ま
す
」

校
長上村

礼
子 

か
み
む
ら
・
れ
い
こ

同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。

副
校
長

花
木
敦 

は
な
き
・
あ
つ
し

同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
委
員
会

米
野
瑞
穂 

め
の
・
み
ず
ほ

同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。
理
科

（
物
理
）。
１
学
年
担
任
。

よ
り
よ
い
授
業
の
実
現
の
た
め

な
ら
ば
、
変
化
を
い
と
わ
な
い

授
業
で
主
体
性
が
発
揮
さ
れ
、

普
段
の
生
活
も
変
わ
る
こ
と
を
期
待

東
京
都
立
多
摩
高
校

教
師
の
生
徒
観
が
変
わ
る

自
由
進
度
学
習
を
全
校
に
広
め
る

Column

取り組みの
組織的推進

＊１　One Page Portfolio Assessment の略で、学習者が１枚の用紙に授業前・中・後の学習履歴を記録し、その全体を学習者自身が自己評価する方法。山梨大
学堀哲夫名誉教授が開発した。　＊２　東京都教職員研修センターが主催する、教職歴４〜 10 年程度の教師を対象とした教員研修。

「主体的な学び」の実現の鍵を握る
「自己調整学習」とはどのような学びか？特集
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後
田
康
蔵
先
生
が
担
当
す
る
２・
３
年
次

の
「
物
理
」
の
授
業
で
は
、　
冒
頭
の
１
コ

マ
で
、
単
元
で
取
り
組
む
プ
リ
ン
ト
の
一
覧

を
タ
ブ
レ
ッ
ト
上
で
示
し
、
生
徒
に
そ
の
単

元
の
学
習
計
画
や
評
価
規
準
に
つ
い
て
見
通

し
を
持
た
せ
る
（
図
１
）。
ま
た
、
単
元
を

通
し
て
考
え
る
問
い
が
書
か
れ
た
ワ
ー
ク
シ

ー
ト
（
図
２
）
を
配
布
。
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に

書
か
れ
た
問
い
は
日
常
生
活
と
深
く
関
連
し

て
い
る
が
、
単
元
を
学
習
し
て
い
な
い
生
徒

に
と
っ
て
は
、
１
コ
マ
目
で
は
正
解
に
た
ど

り
着
け
な
い
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た

め
生
徒
た
ち
は
、
そ
の
問
題
が
解
け
る
よ
う

に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
そ
の
後
の
学
習

に
取
り
組
む
。

　
２
コ
マ
目
以
降
は
、
生
徒
が
授
業
の
内
容

に
関
す
る
10
分
程
度
の
動
画
を
事
前
に
視
聴

し
、
後
田
先
生
が
用
意
し
た
プ
リ
ン
ト
に
自

分
の
ペ
ー
ス
で
取
り
組
む
と
い
う
、
反
転
学

習
と
自
由
進
度
学
習
を
組
み
合
わ
せ
た
授
業

を
行
っ
て
い
る
。

　
そ
の
授
業
で
は
、
後
田
先
生
が
説
明
す
る

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
す
べ
て
の
プ
リ
ン

ト
は
年
度
の
初
め
に
ク
ラ
ウ
ド
上
に
ア
ッ
プ

し
て
生
徒
と
共
有
す
る
た
め
、
生
徒
は
動
画

の
視
聴
と
プ
リ
ン
ト
を
使
っ
た
学
習
を
自
分

の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
ペ
ー
ス
で
進
め
る
こ
と
が

で
き
る
。
生
徒
が
取
り
組
む
プ
リ
ン
ト
に
は
、

動
画
の
内
容
の
理
解
度
を
確
認
す
る
空
所
補

充
問
題
と
演
習
問
題
を
掲
載
し
て
い
る
が
、

空
所
補
充
問
題
は
、
動
画
で
の
説
明
を
単
に

そ
の
ま
ま
文
章
に
し
て
、
そ
の
文
章
に
空
所

を
設
け
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
動
画

の
説
明
を
漫
然
と
視
聴
す
る
だ
け
で
は
解
答

で
き
な
い
、
知
識
の
本
質
的
な
理
解
が
求
め

ら
れ
る
問
題
に
し
て
い
る
。

　　
生
徒
た
ち
は
原
則
、
授
業
中
は
ペ
ア
で
学

習
を
進
め
る
。
ペ
ア
に
な
っ
た
生
徒
は
、
分

か
ら
な
い
と
こ
ろ
な
ど
を
相
手
に
聞
き
な
が

ら
プ
リ
ン
ト
に
取
り
組
む
。
同
じ
ペ
ー
ス
で

進
も
う
と
す
る
ペ
ア
も
い
れ
ば
、
互
い
の
ペ

指
導
教
諭

後
田
康
蔵 

う
し
ろ
だ
・
こ
う
ぞ
う

同
校
に
赴
任
し
て
13
年
目
。
理
科

（
物
理
）。

学
期
単
位
で
自
己
調
整
学
習
を
取
り
入
れ
、

学
力
上
位
層
の
生
徒
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

長
崎
県
立
諫い

さ
は
や早
高
校

　後う
し
ろ

田だ

康こ
う

蔵ぞ
う

反
転
学
習
と
自
由
進
度
学
習
を
組
み
合
わ
せ
た
「
物
理
」
の
授
業
を

２
０
２
４
年
度
か
ら
行
っ
て
い
る
長
崎
県
立
諫
早
高
校
の
後
田
康
蔵
先
生
。
難
関
国
公
立
大
学
志
望
者
が
多
い
同
校
で
、

自
己
調
整
学
習
は
ど
の
よ
う
な
影
響
を
生
徒
に
も
た
ら
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

授業事例 3
単
元
全
体
の
学
習
内
容
を

見
通
し
て
か
ら
授
業
を
開
始

物理

設
立
　
１
９
１
１
（
明
治
44
）
年
　

形
態
　
全
日
制
・
定
時
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数
（
全
日
制
）　
１
学
年
約
２
８
０
人

２
０
２
３
年
度
卒
業
生
進
路
実
績
（
全
日
制
）　
国
公
立

大
は
、
北
海
道
大
、
東
北
大
、
東
京
大
、
名
古
屋
大
、
大

阪
大
、
九
州
大
、
長
崎
大
、
熊
本
大
、
鹿
児
島
大
、
長
崎

県
立
大
な
ど
に
１
８
１
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
上
智
大
、

東
京
理
科
大
、
早
稲
田
大
、
同
志
社
大
、
立
命
館
大
、
関

西
大
、
関
西
学
院
大
な
ど
に
延
べ
１
８
２
人
が
合
格
。

学
校
概
要

学
習
の
進
め
方
や
進
度
を

生
徒
に
任
せ
る

授
業
の
概
要
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ー
ス
を
尊
重
す
る
ペ
ア
も
い
る
。
す
べ
て
の

生
徒
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
自
分
が
納
得

い
く
ま
で
時
間
を
か
け
て
学
び
、
理
解
を
深

め
よ
う
と
す
る
姿
だ
。

　
単
元
の
途
中
で
、
生
徒
は
日
常
の
現
象
を

物
理
的
に
解
釈
す
る
論
述
テ
ス
ト
「
思
考
力

テ
ス
ト
」
に
取
り
組
む
。
ま
た
、
小
単
元
ご

と
に
設
定
さ
れ
た
問
い
の
答
え
を
１
枚
の
用

紙
に
論
述
し
て
ま
と
め
、
単
元
全
体
の
理
解

の
深
ま
り
を
ス
ト
ー
リ
ー
の
よ
う
に
書
き
出

す
「
ワ
ン
ペ
ー
パ
ー
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
」
を
、

単
元
の
学
習
を
進
め
な
が
ら
生
徒
は
各
々
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
作
成
。
そ
れ
ら
と
定
期
考
査

の
思
考
問
題
の
結
果
を
、「
思
考
・
判
断
・

表
現
」
の
評
価
の
Ａ
基
準
の
材
料
と
し
て
い

る
。
単
元
の
冒
頭
で
配
布
し
た
ワ
ー
ク
シ
ー

ト
の
取
り
組
み
状
況
は
、
単
元
全
体
を
通
し

た
生
徒
の
粘
り
強
さ
や
自
ら
の
学
習
を
調
整

す
る
姿
を
見
取
る
材
料
と
し
て
、「
主
体
的

に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」
の
評
価
に
利
用

し
て
い
る
。

　
後
田
先
生
が
取
り
入
れ
て
い
る
自
由
進
度

学
習
で
は
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
や
思
考
力
テ
ス

ト
、
ワ
ン
ペ
ー
パ
ー
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
と
い

っ
た
、
単
元
を
通
し
て
取
り
組
む
課
題
の
提

出
期
限
を
学
期
末
に
設
定
し
て
い
る
。

　「
あ
る
単
元
の
理
解
が
、
別
の
単
元
の
学

習
に
よ
っ
て
深
ま
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
課

題
の
提
出
期
限
を
学
期
末
に
設
定
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
探
究
学
習
や
部
活
動
と
両
立
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
学
習
計
画
を
生
徒
自
身

に
組
み
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
す
」

　
自
分
の
ペ
ー
ス
で
じ
っ
く
り
学
習
に
取
り

組
む
生
徒
も
い
れ
ば
、
極
め
て
早
い
進
度
で

学
習
に
取
り
組
む
生
徒
も
い
る
。

　「
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
や
プ
リ
ン
ト
な
ど
の
課

題
の
一
式
は
、
年
度
の
初
め
に
全
単
元
分
、

準
備
し
て
い
ま
す
の
で
、
物
理
が
得
意
な
生

徒
は
ど
ん
ど
ん
次
の
単
元
に
進
ん
で
い
き
ま

す
。
３
年
生
の
中
に
は
、
５
月
中
に
す
べ
て

の
単
元
を
終
え
て
し
ま
っ
た
生
徒
も
い
ま

す
。
そ
う
し
た
生
徒
に
は
、
国
立
大
学
の
個

別
学
力
検
査
の
過
去
問
題
な
ど
、
本
人
が
希

望
す
る
課
題
を
新
た
に
与
え
ま
す
。
自
由
進

度
学
習
を
授
業
に
取
り
入
れ
た
こ
と
で
、
そ

う
し
た
個
別
対
応
の
時
間
を
取
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
」

　
単
元
を
通
し
て
取
り
組
む
課
題
に
ど
う
向

単元の冒頭に生徒に示す「学習の見通し」図1

単元を通して生徒が取り組むワークシート図2

■タブレット上で一覧化された教材（イメージ）

■単元の活動計画

※学校資料を基に編集部で作成。

※学校資料を基に編集部で作成。

※学校資料を基に編集部で作成。

単元の
進行表

１時間目 動画 プリント プリント

２時間目 動画 プリント
思考力
テスト

３時間目 動画 プリント プリント

以下の動画と台風の進路図を参考にして、台風の「進路」と「回転」につい
て北半球と南半球における違いを慣性力（コリオリ力）を用いて説明しよう。

[台風のできるしくみや地球上の風の吹き方に関する動画を3本紹介]

[北半球と南半球における台風の進路と巻き方の違いを示す進路図を２点
掲載]

自
由
進
度
学
習
の
特
性
を
生
か
し
、

課
題
の
提
出
期
限
を
設
定

生
徒
の
自
己
調
整
を
促
す
工
夫

自
由
進
度
学
習
に
必
要
な

経
験
と
ス
キ
ル
を
保
障
す
る

「主体的な学び」の実現の鍵を握る
「自己調整学習」とはどのような学びか？特集
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授
業
中
に
教
師
が
説
明
し
な
い
代
わ
り

に
、
生
徒
か
ら
の
質
問
に
丁
寧
に
対
応
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
生

徒
が
言
う
「
分
か
ら
な
い
」
の
中
身
が
教
師

の
想
像
以
上
に
多
様
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
い

た
と
い
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
生
徒
が
何
が
分

か
ら
な
い
の
か
を
説
明
で
き
る
力
を
育
む
こ

と
が
重
要
だ
と
、
後
田
先
生
は
考
え
て
い
る
。

　「
授
業
の
中
に
ち
り
ば
め
た
問
い
の
答
え

を
言
語
化
す
る
こ
と
で
、
物
理
と
自
分
の
生

活
の
か
か
わ
り
や
、
自
分
の
試
行
錯
誤
の
歴

史
が
振
り
返
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

　
今
年
度
の
反
転
学
習
に
使
用
す
る
授
業
動

画
は
、
後
田
先
生
が
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
か

ら
自
分
の
教
え
方
に
近
い
も
の
を
選
び
、
生

徒
に
紹
介
し
て
い
る
。

　「
１
年
次
に
私
の
『
物
理
基
礎
』
を
履
修

し
た
生
徒
か
ら
は
、『
紹
介
し
て
も
ら
っ
た

き
合
っ
て
き
た
か
を
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
（
図
３
）

で
自
己
評
価
す
る
こ
と
で
、
単
元
ご
と
の
振

り
返
り
も
科
目
の
本
質
に
迫
る
も
の
に
な
っ

て
き
た
と
、
後
田
先
生
は
感
じ
て
い
る
。

　「『
一
生
懸
命
学
ん
だ
』
と
い
っ
た
感
想
で

は
な
く
、
物
理
を
ど
の
よ
う
に
学
ん
だ
の
か

を
振
り
返
る
生
徒
（
図
４
）
が
増
え
て
き
ま

し
た
。
そ
う
し
た
振
り
返
り
が
で
き
て
初
め

て
、
そ
の
科
目
の
特
性
を
踏
ま
え
た
学
び
の

自
己
調
整
が
実
現
す
る
の
だ
と
思
い
ま
す
」

　
生
徒
が
自
由
進
度
学
習
に
取
り
組
む
た
め

に
は
、
自
ら
学
び
を
調
整
す
る
経
験
や
自
ら

学
び
を
進
め
る
た
め
の
ス
キ
ル
が
必
要
だ

と
、
後
田
先
生
は
考
え
る
。
そ
こ
で
1
年
次

の
「
物
理
基
礎
」
で
は
、
２
年
次
か
ら
行
う

自
由
進
度
学
習
を
念
頭
に
、
自
由
進
度
学
習

や
協
働
学
習
を
体
験
さ
せ
る
よ
う
な
授
業
構

成
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
実
験
結
果
を
分
析

す
る
た
め
の
表
計
算
ソ
フ
ト
の
使
い
方
や
、

生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
学
習
方
法
も
紹
介
し

て
い
る
。

　「
１
年
次
か
ら
、『
他
者
と
話
し
合
っ
た
り
、

他
者
に
説
明
し
た
り
す
る
こ
と
で
物
事
の
理

解
が
よ
り
深
ま
る
こ
と
は
、
科
学
的
に
証
明

さ
れ
て
い
る
よ
』
な
ど
と
、
他
者
と
協
働
す

る
学
び
の
価
値
を
丁
寧
に
説
明
し
て
き
た
の

動
画
は
分
か
り
や
す
い
け
ど
、
後
田
先
生
が

１
年
生
の
授
業
で
し
て
い
た
よ
う
な
雑
談
も

物
理
の
勉
強
に
な
っ
た
』
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

25
年
度
以
降
は
、
動
画
も
自
分
で
つ
く
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

●
生
徒
の
声

後
田
先
生
は
、
単
元
の
学
習
を
い
つ
、

ど
こ
ま
で
取
り
組
む
か
を
生
徒
に
任

せ
て
い
る
の
で
、「
ど
こ
ま
で
進
ん
だ
？
」

な
ど
と
私
た
ち
に
聞
い
て
き
ま
せ
ん
。
生
徒

の
主
体
性
を
尊
重
し
て
く
れ
て
い
る
ん
だ
な

と
思
い
ま
す
。

「
学
校
を
休
ん
だ
ら
授
業
に
つ
い
て
い

け
な
く
な
る
」
と
考
え
て
し
ま
っ
て
、

体
調
が
悪
く
て
も
無
理
し
て
学
校
に
来
る
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
物
理
で
は
、
反
転

学
習
を
し
て
い
る
お
か
げ
で
、
無
理
し
な
く

て
も
家
で
勉
強
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
少
し
安
心
し
て
い
ま
す
。

で
、
生
徒
は
授
業
中
に
自
分
に
と
っ
て
必
要

な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ペ
ア
に
な
っ
て
話
し
合
っ

た
り
、
私
に
質
問
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き

て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
１
年
次
の
『
物

理
基
礎
』
は
、『
学
び
方
の
基
礎
』
を
学
ぶ

場
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
間
を
経
る
か
ら

こ
そ
、
2
年
次
の
自
由
進
度
学
習
に
取
り
組

め
る
の
だ
と
思
い
ま
す
」

単元のルーブリック（自己評価表）図3

※学校資料を基に編集部で作成。

生徒の振り返りと、後田先生が評価した箇所図4

　今回の単元（万有引力）では、特に公式の言語化が重要❶だと思った。
基準となる点を再確認する必要がある。
　前の単元で教わった公式について、その導き方や本質を理解できてい
ないと感じることが多くあった❶❷。円運動は地球の運動でもあり、物理
において基本となることだと思う❸。問題を解くことができるだけでな
く❹、自分の力で「使える」段階になるまで理解を深めたい。万有引力
が重力と同じと見なせる時など、前提条件が重要であるという点につい
て❺説明できるまで自分が納得することが大切だと思う。

※学校資料を基に編集部で作成。

❶「公式は覚えるだけでなく、自分の力で言語化することが必要である」という普段か
ら教師が伝えていることを意識できている。
❷前の単元とのつながりが意識できている。
❸身近な現象にも地球の公転や自転の影響があることをワークシートで学んだが、そ
のことがしっかり意識されている。
❹問題が解けることだけで満足せず、「身の回りで使える」ということが重要であるこ
とが意識できている。
❺「科学は常に正しいのではなく、ある前提の条件の下で正しいことを述べているだけ
である」という考え方がしっかり身についている。

思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

説
明
は
し
な
い
け
れ
ど
も
、

考
え
さ
せ
る
問
い
は
与
え
る

成
果
・展
望

「分かる（単純）」「できる（複雑）」「使える（変換）」
の3段階で自己評価する
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24
年
度
か
ら
、
反
転
学
習
と
自
由
進
度
学
習

を
組
み
合
わ
せ
た
授
業
を
２・３
年
次
の
「
物
理
」

で
行
っ
て
い
る
後
田
先
生
。
指
導
教
諭
の
立
場
と

し
て
、
２
学
期
か
ら
は
自
身
の
授
業
実
践
を
本
格

的
に
校
内
に
周
知
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
の

際
、
最
も
伝
え
た
い
と
思
っ
て
い
る
こ
と
は
、
生

徒
が
学
び
方
や
学
ぶ
ペ
ー
ス
を
自
分
で
選
び
、
調

整
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
の
重
要
性
だ
。

　「
こ
れ
ま
で
は
、
教
師
が
生
徒
に
対
し
て
学
習

す
る
レ
ベ
ル
や
速
さ
、
学
び
方
を
１
つ
だ
け
提
示

し
、
生
徒
は
そ
の
通
り
に
取
り
組
む
こ
と
し
か
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
今
後
は
、
授
業
の
中

で
生
徒
が
学
び
方
を
自
分
で
調
整
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
大
学
や
社
会
で
の
学
び
は
、
様
々
な
コ
ン
テ
ン

ツ
の
中
か
ら
自
分
に
合
っ
た
も
の
を
選
び
、
自
分

で
計
画
を
立
て
て
進
め
る
。
そ
の
た
め
、
教
師
が

調
整
す
る
学
び
は
、
小
学
校
か
ら
学
齢
が
上
が
る

に
連
れ
て
徐
々
に
少
な
く
な
る
の
が
理
想
だ
が
、

実
情
と
し
て
、
高
校
で
は
教
師
が
調
整
す
る
学
び

が
か
え
っ
て
増
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
後
田

先
生
は
考
え
て
い
る
（
図
）。

　「
高
校
で
は
、
教
師
に
よ
る
説
明
の
時
間
を
減

ら
し
つ
つ
、
教
科
・
科
目
の
本
質
に
迫
る
面
白
さ

に
出
合
わ
せ
る
よ
う
な
話
題
を
提
供
し
た
り
、
問

い
を
投
げ
か
け
た
り
す
る
こ
と
が
大
事
な
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。ど
う
す
れ
ば
授
業
中
の
5
分
、

10
分
で
『
こ
の
単
元
を
学
び
た
い
！
』
と
生
徒
に

思
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
を
、
校
内
の
先
生

方
と
考
え
て
い
き
た
い
で
す
」

　
同
校
の
２・３
年
次
の
「
物
理
」
を
担
当
す
る

後
田
先
生
以
外
の
２
人
の
教
師
も
、
後
田
先
生
が

作
成
し
た
教
材
を
使
っ
た
反
転
学
習
と
、
自
由
進

度
学
習
を
取
り
入
れ
た
授
業
を
行
っ
て
い
る
。
同

じ
教
材
で
も
、
生
徒
の
習
熟
度
や
ク
ラ
ス
の
特
徴

に
応
じ
て
授
業
の
進
め
方
は
変
わ
る
た
め
、
生
徒

の
思
考
を
促
進
す
る
方
法
を
各
教
師
が
試
行
錯
誤

し
て
い
る
段
階
だ
。

　「
反
転
学
習
を
行
う
こ
と
で
授
業
中
に
説
明
す

る
こ
と
が
な
く
な
り
、
よ
い
意
味
で
フ
リ
ー
に
な

っ
た
私
た
ち
は
、
生
徒
の
話
し
合
い
に
耳
を
澄
ま

せ
、
ク
ラ
ウ
ド
に
提
出
さ
れ
た
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の

解
答
を
熟
視
し
、
支
援
の
ヒ
ン
ト
を
つ
か
ん
で
い

ま
す
。
お
か
げ
で
、
一
斉
授
業
の
時
に
は
な
か
っ

た
視
点
で
の
教
師
間
の
意
見
交
換
が
増
え
ま
し
た

し
、『
反
転
学
習
を
取
り
入
れ
た
か
ら
こ
そ
の
発

見
も
多
い
』
と
同
僚
と
話
し
て
い
ま
す
」

　
後
田
先
生
は
生
徒
に
授
業
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
に
回
答
し
て
も
ら
い
、
そ
の
結
果
を
今
後
同
僚

に
共
有
し
て
い
く
予
定
だ
。

　「
教
師
に
説
明
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
声
も

も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
学
習
経
験
で

は
、
そ
れ
で
う
ま
く
い
っ
た
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
大
学
や
社
会
で
の
学
び
を
見
据
え
て
自
分
の

学
び
を
自
分
で
調
整
で
き
る
よ
う
に
、
生
徒
の
マ

イ
ン
ド
チ
ェ
ン
ジ
を
ど
う
促
す
か
も
、
教
科
・
科

目
を
超
え
て
議
論
し
た
い
テ
ー
マ
で
す
」

　
マ
イ
ン
ド
チ
ェ
ン
ジ
は
自
分
た
ち
教
師
に
も
必

要
だ
と
、
後
田
先
生
は
考
え
て
い
る
。

　「
多
く
の
教
師
が
、『
よ
い
授
業
を
し
た
ら
、生

徒
は
１
回
の
授
業
で
学
習
内
容
を
理
解
で
き
る
』

と
思
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。し
か

し
、
そ
の
よ
う
な
授
業
は
そ
う
簡
単
に
は
実
現
し

ま
せ
ん
し
、生
徒
40
人
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
は
そ

れ
ぞ
れ
日
々
異
な
り
ま
す
。学
び
の
主
体
は
教
師

で
は
な
く
生
徒
で
あ
る
と
、教
師
も
マ
イ
ン
ド
チ
ェ 

ン
ジ
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
後
田
先
生
は
、
自
由
進
度
学
習
を
取
り
入
れ
る

か
ど
う
か
迷
っ
て
い
る
同
僚
に
、
自
分
の
授
業
を

撮
影
し
、
生
徒
が
必
要
な
時
に
そ
れ
を
自
由
に
視

聴
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
勧
め
て
い
る
。
そ

れ
だ
け
で
も
、
生
徒
が
自
分
の
学
び
を
調
整
し
や

す
く
な
る
か
ら
だ
。

　「
コ
ロ
ナ
禍
で
行
っ
た
授
業
動
画
の
配
信
が
い

つ
の
間
に
か
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
は
、

も
っ
た
い
な
い
こ
と
で
す
。
生
徒
の
主
体
的
な
学

び
を
支
援
で
き
る
よ
う
、
授
業
の
あ
り
方
に
つ
い

て
今
後
も
校
内
で
議
論
し
て
い
き
た
い
で
す
」

後田先生が考える、学びの調整における主体の変化図

■■学習者が自ら調整する学び　■■教師が調整する学び

小学校 中学校 高校
（理想）

高校
（現実）

大学 社会

しかし現実には
ミ
ス
マ
ッ
チ
発
生

※後田先生への取材を基に編集部で作成。

「
自
己
調
整
学
習
」の
機
会
を

高
校
で
も
っ
と
増
や
し
た
い

長
崎
県
立
諫
早
高
校

高
校
段
階
で
必
要
な
学
び
を
議
論
し
、

教
師
・
生
徒
の
マ
イ
ン
ド
チ
ェ
ン
ジ
を
促
す

Column

取り組みの
組織化

生
徒
の
自
己
調
整
を
促
す

小
さ
な
試
み
を
校
内
で
始
め
た
い

「主体的な学び」の実現の鍵を握る
「自己調整学習」とはどのような学びか？特集
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中
村
智
宏
先
生
は
、
２
０
２
３
年
度
の
３

学
期
か
ら
、
自
己
調
整
学
習
を
取
り
入
れ
た

授
業
を
行
っ
て
い
る
。

　
中
村
先
生
の
授
業
は
、
大
き
く
３
つ
の
活

動
で
構
成
さ
れ
る
（
図
１
）。
授
業
の
前
半

は
、
最
初
に
本
時
の
学
習
内
容
を
確
認
し
、

前
時
の
復
習
と
本
時
の
ポ
イ
ン
ト
の
説
明
を

行
う
。
そ
の
時
間
で
は
、
生
徒
は
中
村
先
生

の
説
明
を
集
中
し
て
聞
き
、
原
則
と
し
て
板

書
や
ス
ラ
イ
ド
の
内
容
を
ノ
ー
ト
に
写
す
こ

と
な
ど
は
し
な
い
。

　「『
今
日
の
授
業
で
学
ぶ
関
係
代
名
詞
を
使

い
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な

情
報
を
１
文
に
ま
と
め
て
伝
え
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
便
利
だ
よ
』『
こ
の
英
文
法
は
、

就
職
試
験
な
ど
で
も
よ
く
出
題
さ
れ
る
の

で
、
し
っ
か
り
マ
ス
タ
ー
し
よ
う
』
な
ど
と
、

学
習
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る

声
か
け
を
行
っ
て
か
ら
、
本
時
の
ポ
イ
ン
ト

を
説
明
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
本
校
は
、

英
語
が
苦
手
な
生
徒
が
少
な
か
ら
ず
い
る
の

で
、『
こ
れ
だ
け
は
理
解
し
よ
う
』『
応
用
力

を
身
に
つ
け
た
い
人
は
こ
の
表
現
も
押
さ
え

よ
う
』
な
ど
と
、
多
様
な
生
徒
の
英
語
力
を

踏
ま
え
た
指
導
を
心
が
け
て
い
ま
す
」

　
授
業
の
中
盤
は
、
教
科
書
の
内
容
を
理
解

す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
を
、
教
科
書
準
拠

教
諭中村

智
宏 

な
か
む
ら
・
と
も
ひ
ろ

同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。
英
語

科
。

時間の目安 内容

3分 導入、前時の復習

10分 本時のポイント①の説明

10分 教科書準拠の教材を使った、知識の整理

10分 本時のポイント②の説明、ペアなどでの言語活動

15分 自己調整学習

2分 まとめ、振り返り

※学校資料を基に編集部で作成。

ある日の授業の流れ図1

授
業
に
自
己
調
整
学
習
を
組
み
込
み
、

多
様
な
学
力
の
生
徒
の
学
び
を
充
実
さ
せ
る

三
重
県
立
松
阪
工
業
高
校

　中
村
智
宏

学
校
を
問
わ
ず
、
生
徒
の
学
力
差
の
拡
大
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
中
、

個
別
最
適
な
学
び
の
実
現
を
自
己
調
整
学
習
を
通
じ
て
目
指
す
三
重
県
立
松
阪
工
業
高
校
の
中
村
智
宏
先
生
。

教
師
に
よ
る
イ
ン
プ
ッ
ト
を
精
選
し
、
生
徒
に
学
び
を
委
ね
る
授
業
を
実
践
し
て
い
る
。

授業事例 4
授
業
を
３
部
構
成
に
し
、

そ
の
１
つ
で
自
己
調
整
学
習
を
実
施

英語

設
立
　
１
９
０
２
（
明
治
35
）
年
　

形
態
　
全
日
制
・
定
時
制
／
工
業
化
学
科
・
機
械
科
・
繊

維
デ
ザ
イ
ン
科
・
自
動
車
科
・
電
気
工
学
科
（
以
上
、
全
日

制
）、
普
通
科
（
定
時
制
）
／
共
学

生
徒
数
（
全
日
制
）　
１
学
年
約
２
０
０
人

２
０
２
３
年
度
卒
業
生
進
路
実
績
（
全
日
制
）　
４
年
制

大
は
、
三
重
大
、
秋
田
公
立
美
術
大
、
愛
知
工
業
大
、
大

同
大
、
名
古
屋
芸
術
大
、
名
城
大
な
ど
に
延
べ
26
人
が
合

格
。
短
大
・
専
門
学
校
進
学
32
人
。
就
職
１
２
９
人
。

学
校
概
要

授
業
の
概
要
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の
教
材
を
使
っ
て
整
理
す
る
。
生
徒
は
そ
の

時
間
で
授
業
の
前
半
の
内
容
を
理
解
で
き
て

い
る
か
ど
う
か
を
確
認
し
、
後
半
の
自
己
調

整
学
習
の
時
間
で
自
分
は
何
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
の
か
を
意
識
し
始
め
る
。

　
授
業
の
後
半
は
、
生
徒
の
自
己
調
整
学
習

の
時
間
だ
。
生
徒
は
授
業
の
前
半
の
内
容
の

理
解
度
に
応
じ
て
、
中
村
先
生
が
用
意
し
た

学
習
コ
ン
テ
ン
ツ
の
中
か
ら
自
分
が
取
り
組

む
べ
き
も
の
を
選
ん
で
学
習
す
る
（
写
真
）。

学
習
コ
ン
テ
ン
ツ
の
多
く
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
上

で
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
た

め
、
中
村
先
生
は
各
生
徒
が
ど
の
学
習
コ
ン

テ
ン
ツ
を
ど
こ
ま
で
取
り
組
め
て
い
る
の
か

を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
だ
。

　
生
徒
は
、
授
業
の
最
後
に
本
時
の
振
り
返

り
を
「
自
己
調
整
学
習
の
記
録
ノ
ー
ト
（
図

２
）」
で
行
う
。
そ
の
日
の
自
己
調
整
学
習

の
時
間
に
取
り
組
ん
だ
学
習
コ
ン
テ
ン
ツ
と

学
ん
だ
こ
と
を
記
入
し
た
ら
、
中
村
先
生
が

ノ
ー
ト
を
回
収
。
内
容
を
確
認
し
、
コ
メ
ン

ト
を
書
き
添
え
て
、
次
時
の
自
己
調
整
学
習

の
時
間
に
生
徒
に
返
却
す
る
。

　「
記
録
ノ
ー
ト
の
記
述
内
容
は
、『
主
体
的

に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
』
の
評
価
材
料
の

１
つ
に
し
て
い
ま
す
。
自
己
調
整
学
習
の
時

間
に
、
私
が
そ
の
日
に
用
意
し
た
学
習
コ
ン

テ
ン
ツ
に
加
え
て
、
生
徒
が
自
分
で
探
し
て

取
り
組
ん
だ
学
習
コ
ン
テ
ン
ツ
が
、
本
時
の

授
業
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
有
効
だ
っ
た

場
合
は
加
点
し
て
い
ま
す
」

　
中
村
先
生
が
自
己
調
整
学
習
に
関
心
を
持

っ
た
の
は
、
教
師
に
な
っ
た
ば
か
り
の
頃
だ

っ
た
と
い
う
。

　「
ど
の
学
校
で
も
、
学
び
を
先
に
進
め
た

い
生
徒
も
い
れ
ば
、
ゆ
っ
く
り
時
間
を
か
け

て
、
時
に
は
既
習
内
容
に
戻
っ
て
学
び
た
い

生
徒
も
い
ま
す
。
し
か
し
一
斉
授
業
で
は
、

個
々
の
興
味
・
関
心
に
応
え
る
こ
と
に
は
限

界
が
あ
り
、
補
習
や
課
題
な
ど
で
対
応
す
る

の
で
精
い
っ
ぱ
い
で
し
た
」

　
21
年
度
に
１
人
１
台
端
末
の
整
備
が
進
ん

だ
こ
と
で
、
多
様
な
生
徒
の
学
び
の
興
味
・

関
心
に
対
応
す
る
学
習
コ
ン
テ
ン
ツ
を
準

備
・
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
現
在
、
中
村
先
生
の
授
業
の
自
己
調
整

学
習
の
時
間
で
は
、
中
学
校
で
学
習
し
た
内

容
か
ら
英
語
の
資
格
・
検
定
試
験
の
対
策
ま

で
、
多
い
時
に
は
６
種
類
以
上
の
学
習
コ
ン

テ
ン
ツ
を
用
意
し
て
い
る
と
い
う
。

　
中
村
先
生
は
、生
徒
の
学
力
や
興
味
・
関

心
に
合
わ
せ
て
、で
き
る
だ
け
多
様
な
学
習

コ
ン
テ
ン
ツ
を
用
意
す
る
こ
と
に
力
を
入
れ

て
い
る（
Ｐ
．22
図
3
）。あ
る
日
の
２
年
生
の

「
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅱ
」
の
授
業
で

は
、
教
科
書
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
動
物
に
つ

い
て
英
語
で
説
明
し
て
い
る
動
画
サ
イ
ト
や
、

そ
の
日
の
学
習
内
容
に
関
連
す
る
既
習
事
項

の
復
習
な
ど
、
６
コ
ン
テ
ン
ツ
を
用
意
し
た
。

　「
自
己
調
整
学
習
用
の
学
習
コ
ン
テ
ン
ツ

の
一
覧
に
各
動
画
の
再
生
時
間
を
並
記
す
る

の
で
、
生
徒
は
時
間
配
分
を
考
え
な
が
ら
自

分
に
必
要
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
組
み
合
わ
せ
て

学
習
を
進
め
ま
す
。
生
徒
か
ら
『
自
分
た
ち

の
た
め
に
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
コ
ン
テ
ン

ツ
を
用
意
し
て
く
れ
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
』
と
言
わ
れ
た
時
は
、
想
定
外
の
言

葉
に
驚
き
つ
つ
も
、
や
り
が
い
を
感
じ
ま
し

た
。
一
方
、
校
務
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
、

学
習
コ
ン
テ
ン
ツ
の
準
備
に
時
間
が
取
れ
な

い
時
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
紹
介
に
と
ど
ま

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
」

　
１
コ
マ
の
中
で
自
己
調
整
学
習
が
占
め
る

時
間
は
15
〜
20
分
間
ほ
ど
。
そ
の
た
め
、
一

斉
授
業
だ
け
の
時
よ
り
も
、
中
村
先
生
に
よ

る
説
明
に
充
て
ら
れ
る
時
間
は
少
な
い
。

　「
自
己
調
整
学
習
の
時
間
を
設
け
る
分
、

写真　自己調整学習の時間に中村先生が用意した英語の動
画を視聴する生徒。先生が用意した学習コンテンツだけに
とどまらず、取り組むことを自分で決める生徒もいる。

生徒の振り返り図2

※学校資料を抜粋して掲載。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
、
個
々
の

学
び
の
興
味
・
関
心
に
応
え
る

学
力
や
興
味
・
関
心
に
合
わ
せ
、

多
様
な
学
習
コ
ン
テ
ン
ツ
を
用
意

生
徒
の
自
己
調
整
を
促
す
工
夫

「主体的な学び」の実現の鍵を握る
「自己調整学習」とはどのような学びか？特集
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4月 ５月 ６月 ７月

その時期の主な行事・活動

基礎力診断テスト
インタビュー
中間考査

インタビュー
外部検定試験（希望者）

期末考査
夏季休業課題

教師が提示する自己調整学習コンテンツ例

•教科書の見直し
•中学校の学習内容
の復習
•基礎力診断テストの
事前教材など

•教科書の見直し
•中学校の学習内容の復習
•中間考査対策
•インタビュー練習
•資格・検定試験対策問題演習

•教科書の見直し
•中学校の学習内容の復習
•期末考査対策
•インタビュー練習
•資格・検定試験対策問題演習

•教科書の見直し
•夏季休業課題

※学校資料を基に編集部で作成。

　
自
己
調
整
学
習
の
時
間
を
本
格
的
に
取
り

入
れ
た
24
年
度
、
定
期
考
査
や
「
基
礎
力
診

断
テ
ス
ト
」
の
英
語
の
成
績
が
大
き
く
向
上

し
た
。
中
村
先
生
が
何
よ
り
手
応
え
を
感
じ

て
い
る
の
は
、
学
校
生
活
の
中
で
英
語
を
使

う
生
徒
が
増
え
た
こ
と
だ
。

　「
英
語
の
授
業
で
学
ん
だ
表
現
を
、
授
業
の

前
後
や
部
活
動
中
に
友
人
同
士
で
口
に
す
る

生
徒
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
自
分
が

自
己
調
整
学
習
の
時
間
に
取
り
組
ん
だ
学
習

コ
ン
テ
ン
ツ
を
友
人
に
紹
介
す
る
な
ど
、
学

習
方
法
を
教
え
合
う
生
徒
も
増
え
ま
し
た
。

生
徒
に
は
元
々
英
語
を
話
し
た
り
、
書
い
た

り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
と

い
う
気
持
ち
が
あ
り
、
理
解
が
あ
や
ふ
や

私
か
ら
の
説
明
は
、
全
員
に
こ
れ
だ
け
は
理

解
し
て
ほ
し
い
と
い
っ
た
ポ
イ
ン
ト
を
精
選

し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
授
業
の
準
備
は
大
変

に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
50
分
間
ず
っ
と

私
が
授
業
を
主
導
し
て
い
た
頃
は
、
生
徒
の

集
中
を
維
持
す
る
こ
と
に
と
て
も
苦
労
し
て

い
ま
し
た
し
、
生
徒
も
授
業
の
内
容
を
消
化

し
切
れ
ず
に
い
ま
し
た
。
生
徒
が
課
題
意
識

を
明
確
に
し
て
自
己
調
整
学
習
に
取
り
組
む

こ
と
で
、
50
分
間
の
授
業
が
メ
リ
ハ
リ
の
あ

る
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
」

　
実
は
23
年
度
の
取
り
組
み
以
前
は
、
約
５

分
間
の
自
己
調
整
学
習
の
時
間
を
、
授
業

の
中
で
３
、４
回
に
分
け
て
実
施
し
て
い
た
。

と
言
う
の
は
、
ま
と
ま
っ
た
時
間
を
生
徒
に

預
け
る
こ
と
に
不
安
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。

　「
自
己
調
整
学
習
の
時
間
を
授
業
の
後
半

に
ま
と
め
て
も
、
生
徒
は
し
っ
か
り
集
中
し

て
学
習
に
取
り
組
み
ま
す
し
、
何
よ
り
、
そ

の
間
に
私
は
丁
寧
に
机
間
巡
視
し
、
生
徒
か

ら
の
個
別
の
質
問
に
答
え
た
り
、
生
徒
の
学

習
状
況
か
ら
つ
ま
ず
き
を
早
期
に
発
見
し
て

指
導
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
」

　
初
め
て
自
己
調
整
学
習
に
取
り
組
む
生
徒

の
た
め
に
、
24
年
度
の
授
業
開
き
で
は
、
授

業
を
３
部
構
成
に
し
て
い
る
意
図
を
丁
寧
に

生
徒
に
説
明
し
た
。
ま
た
、
自
己
調
整
学
習

の
時
間
に
学
習
コ
ン
テ
ン
ツ
を
自
分
で
探
し

た
り
、
資
格
・
検
定
試
験
や
就
職
試
験
の
対

策
用
の
教
材
に
取
り
組
ん
だ
り
し
た
生
徒
を

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
の
１
つ
と
し
て
紹
介
し
た
。

　「
先
輩
た
ち
は
自
分
の
学
力
や
興
味
・
関

心
に
合
わ
せ
て
学
習
を
自
己
調
整
し
て
い
た

こ
と
、
そ
し
て
そ
の
結
果
、
多
く
の
生
徒
の

成
績
が
向
上
し
た
こ
と
を
伝
え
て
、
自
己
調

整
学
習
に
取
り
組
む
意
欲
を
高
め
ま
し
た
」

だ
っ
た
部
分
が
自
己
調
整
学
習
を
通
し
て
解

消
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
、
自
分
の
英

語
力
に
自
信
が
持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。
一
斉
授
業
で
は
い
つ
の
間
に

か
埋
も
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
英
語
に
対
す
る

生
徒
の
思
い
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
て
い

る
こ
と
も
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
」

　
今
後
の
課
題
は
、
生
徒
の
自
己
調
整
学
習

に
中
期
的
な
目
標
を
設
定
し
、
学
習
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
さ
ら
に
高
め
る
こ
と
だ
。

　「
２
年
生
に
は
『
学
年
末
に
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
英

語
で
雑
談
で
き
る
よ
う
に
な
ろ
う
』
と
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。
少
し
先
の
未
来
の
目
標
も

持
た
せ
て
、
自
分
の
学
び
を
調
整
す
る
経
験

を
積
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

●
生
徒
の
声

今
日
の
自
己
調
整
学
習
の
時
間
は
、

教
科
書
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
動
物
に

つ
い
て
英
語
で
説
明
し
て
い
る
動
画
を
視
聴

し
、
残
り
の
時
間
は
単
語
の
復
習
を
し
ま
し

た
。
自
己
調
整
学
習
の
時
間
で
は
、
苦
手
の

克
服
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
が
多
い
で
す
。

自
己
調
整
学
習
の
時
間
に
、
資
格
・

検
定
試
験
対
策
の
問
題
集
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
部
活
動
で
忙
し
い
時
に
は
、
自

己
調
整
学
習
の
時
間
に
英
語
の
宿
題
に
取
り

組
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
自
分
の
状
況
に
合

わ
せ
て
学
習
す
る
こ
と
を
選
べ
る
こ
と
が
よ

い
と
思
い
ま
す
。

自己調整学習の計画例図3

自
分
に
合
っ
た
学
習
を
通
し
て

英
語
に
自
信
を
持
ち
始
め
た
生
徒

成
果
・展
望
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日
頃
か
ら
先
生
方
は
、
目
の
前
に
い
る

生
徒
に
対
し
て
、「
幸
せ
に
な
っ
て
ほ
し
い
」

と
い
う
思
い
を
持
っ
て
教
育
に
あ
た
っ
て
い

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、「
幸
福
と
は
何
か
」「
幸
福
は
い

か
に
も
た
ら
さ
れ
る
の
か
」
と
い
っ
た
問
い

に
答
え
る
こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

古
く
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
を
始
め
と
す
る
多

く
の
哲
学
者
が
幸
福
論
を
語
り
、
近
年
は
日

本
を
含
む
各
国
が
幸
福
感
の
指
標
を
設
け
、

人
々
の
幸
福
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
に
幸
福
は
、
古
代
か
ら
議
論
さ
れ

続
け
て
い
る
深
い
テ
ー
マ
な
の
で
す
。

　
幸
福
感
を
決
定
す
る
要
因
と
し
て
は
、
健

康
や
人
間
関
係
、
資
産
、
所
得
、
学
歴
な
ど
、

様
々
な
も
の
が
推
測
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
私

は
、「
個
人
の
幸
福
に
は
『
自
己
決
定
』
が

大
き
く
か
か
わ
っ
て
い
る
」
と
仮
説
を
立
て
、

実
証
研
究
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
理
由
は
、

過
去
の
研
究
に
お
い
て
、
家
庭
で
子
ど
も
の

自
立
を
促
し
、
見
守
る
子
育
て
を
す
る
こ
と

が
、
子
ど
も
の
将
来
的
な
幸
福
感
を
高
め
る

と
い
う
結
果
を
得
て
い
た
か
ら
で
す
。
そ
の

研
究
を
さ
ら
に
進
め
て
、
個
人
が
自
立
し
て

い
る
度
合
い
、
言
い
換
え
る
と
自
己
決
定
を

し
て
い
る
度
合
い
を
数
値
化
す
る
こ
と
で
、

幸
福
感
と
自
己
決
定
の
関
係
が
見
え
て
く
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

　
研
究
で
は
、
約
２
万
人
の
日
本
人
を
対
象

と
し
て
、「
高
校
へ
の
進
学
」「
大
学
へ
の
進

学
」「
初
め
て
の
就
職
」
に
お
い
て
、
ど
の

程
度
自
己
決
定
を
し
た
か
を
質
問
す
る
と
と

も
に
、幸
福
感
を
測
定
し
ま
し
た（
Ｐ
． 24
図
）。

　
幸
福
感
に
関
し
て
は
、「
物
事
に
よ
い
影

響
を
与
え
ら
れ
る
」「
自
分
の
人
生
に
と
て

も
満
足
し
て
い
る
」「
こ
の
世
界
が
素
晴
ら

し
い
場
所
だ
と
は
思
わ
な
い
」
と
い
っ
た
多

く
の
質
問
項
目
か
ら
、「
前
向
き
思
考
を
持
っ

て
い
る
か
」「
不
安
感
を
抱
い
て
い
る
か
」
と

い
う
２
つ
の
因
子
を
抽
出
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、「
前
向
き
思
考
が
高
く
、
不
安
感
が
少
な

い
ほ
ど
、
幸
福
感
が
高
い
」
と
仮
定
し
、
自

己
決
定
と
の
相
関
を
分
析
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
進
学
や
就
職
に
お
い
て
自
己

決
定
を
し
た
人
ほ
ど
、
前
向
き
思
考
が
高 

く
、
不
安
感
が
少
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
（
Ｐ
． 24
図
・
結
果
１
）。
自
己
決
定
が
幸

福
感
に
影
響
す
る
度
合
い
を
他
の
要
因
と
比

較
す
る
と
、
健
康
と
人
間
関
係
に
次
い
で
高

い
と
い
う
、
世
帯
年
収
額
や
学
歴
を
上
回
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
（
Ｐ
． 24
図
・
結
果
２
）。

人
生
の
幸
福
感
を
高
め
る「
自
己
決
定
」を

学
校
の
中
に
ど
う
取
り
入
れ
る
か

神
戸
大
学
計
算
社
会
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー 

特
命
教
授

　西
村
和
雄

生
徒
が
主
体
と
な
る
自
己
調
整
学
習
は
、
日
常
的
な
小
さ
な
自
己
決
定
の
連
続
で
あ
る
と
言
え
る
。
そ
の
「
自
己
決
定
」
は
、
人
が
幸
福
を
感
じ
る
要
因
の
１
つ
で
あ
る
こ
と
が
、

研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
幸
福
感
と
自
己
決
定
に
関
す
る
実
証
研
究
を
行
っ
た
神
戸
大
学
計
算
社
会
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
の
西
村
和
雄
特
命
教
授
に
、
幸
福
感
を
高

め
る
要
因
と
、
そ
の
１
つ
で
あ
る
「
自
己
決
定
」
を
、
学
習
を
始
め
と
す
る
学
校
生
活
に
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
徒
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
く
の
か
、
話
を
聞
い
た
。

Commentar y

自
己
決
定
を
す
る
人
ほ
ど

前
向
き
に
考
え
、不
安
感
が
低
い

複
雑
系
経
済
学
を
専
門
と
し
、
日
米
の
大
学
で
教
壇

に
立
ち
、
パ
リ
大
学
客
員
教
授
な
ど
も
歴
任
。
最
近

は
、
教
育
の
経
済
学
に
関
連
し
て
、
学
校
・
家
庭
教

育
の
調
査
研
究
も
進
め
る
。
近
著
に
『
学
力
と
幸
福

の
経
済
学
』（
共
著
・
日
本
経
済
新
聞
出
版
）。

神
戸
大
学 

計
算
社
会
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー 

特
命
教
授

西
村
和
雄 

に
し
む
ら
・
か
ず
お

「主体的な学び」の実現の鍵を握る
「自己調整学習」とはどのような学びか？特集
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そ
れ
ら
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
日
本
人
の

幸
福
感
を
巡
る
状
況
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

２
０
２
４
年
の
国
連
に
よ
る
『
世
界
幸
福
度

報
告
書
』
の
国
際
ラ
ン
キ
ン
グ
に
お
い
て
、

日
本
は
51
位
と
低
迷
し
て
い
ま
す
。
そ
の
原

因
の
１
つ
は
、
日
本
は
「
人
生
の
選
択
の
自

由
度
」
と
い
う
指
標
の
ス
コ
ア
が
低
い
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ

る
の
は
、
日
本
社
会
は
画
一
的
な
規
制
が
多

く
、
個
人
の
選
択
や
決
定
の
幅
が
狭
い
こ
と

で
す
。
こ
こ
で
は
そ
の
是
非
を
問
い
ま
せ
ん

が
、
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
で
安
楽
死
が
合
法
化
さ

れ
て
い
る
の
は
、
日
本
に
比
べ
て
個
人
の
選

択
を
尊
重
す
る
考
え
方
が
強
い
こ
と
の
表
れ

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
近
年
、
状
況
は
変
わ
り
つ
つ
あ
る
も
の
の
、

日
本
は
学
校
で
も
授
業
中
の
ル
ー
ル
や
髪 

形
、
服
装
な
ど
に
つ
い
て
の
校
則
が
細
か
く

定
め
ら
れ
て
お
り
、
子
ど
も
の
自
由
度
は
あ

ま
り
高
く
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
授
業
や
学

校
行
事
が
教
師
の
主
導
で
進
む
環
境
の
場

合
、
生
徒
は
自
己
決
定
を
す
る
経
験
を
積
み

に
く
く
、
そ
の
結
果
、
社
会
に
出
て
自
己
決

定
を
す
べ
き
場
面
で
戸
惑
う
大
人
に
な
っ
て

し
ま
う
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
う
し
た
日
本
の
社
会
を
変
え
て
い
く
上

で
、
学
校
教
育
は
非
常
に
大
き
な
役
割
を
担

え
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
学
校
は
閉
ざ
さ
れ

た
特
殊
な
世
界
で
は
な
く
、
社
会
生
活
を
見

据
え
て
、
ど
う
考
え
て
行
動
す
る
べ
き
か
を

学
ぶ
場
所
だ
か
ら
で
す
。

　
自
己
決
定
を
促
す
た
め
に
は
、
最
小
限
か

つ
的
確
な
ル
ー
ル
を
定
め
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
そ
の
順
守
を
求
め
な
が
ら
、
そ
の
ほ
か

の
こ
と
は
な
る
べ
く
子
ど
も
に
任
せ
る
と
、

自
然
と
子
ど
も
は
自
己
決
定
を
す
る
力
を
身

に
つ
け
て
い
き
ま
す
。

　
私
が
教
育
委
員
会
顧
問
を
務
め
る
大
阪
市

で
は
か
つ
て
、
児
童
・
生
徒
に
よ
る
暴
力
行

為
件
数
が
全
国
平
均
を
大
き
く
上
回
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
子
ど
も
た
ち
に
「
し
て

は
い
け
な
い
こ
と
」
を
明
示
し
、
ル
ー
ル
を

守
れ
な
か
っ
た
時
は
教
師
は
そ
れ
に
対
し
て

指
導
を
し
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
は
で
き
る
だ

け
見
守
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
す
る
と
、
た

っ
た
２
年
間
で
暴
力
行
為
件
数
は
４
分
の
１

に
激
減
し
、
近
年
は
全
国
平
均
を
下
回
っ
て

い
ま
す
。

　
暴
力
行
為
件
数
の
減
少
だ
け
で
な
く
、
大

阪
市
の
子
ど
も
の
考
え
方
に
も
変
化
が
見
ら

れ
ま
し
た
。
文
部
科
学
省
「
全
国
学
力
・
学

習
状
況
調
査
」
の
質
問
紙
調
査
で
は
、「
人

が
困
っ
て
い
る
時
は
、
進
ん
で
助
け
ま
す
か
」

と
い
う
質
問
に
「
当
て
は
ま
る
」
と
答
え
る

子
ど
も
が
年
を
追
っ
て
増
加
し
、
24
年
度
は

全
国
平
均
を
超
え
ま
し
た
。

　
ル
ー
ル
は
最
小
限
で
す
か
ら
、「
し
て
は ※西村特命教授提供資料を基に編集部で作成。

自己決定が幸福感に及ぼす影響に関する研究（抜粋）図

RIETI（経済産業研究所）プロジェクトの一環として実証研究
を行い、「幸福感と自己決定―日本における実証研究」とい
う論文をまとめた。

■研究の概要
次の３つの状況について、それぞれ「誰が決めたか」を質問し、
５つの選択肢による回答を得て、自己決定指標を作成した。

•中学校から高校への進学先
•高校から大学への進学先
•初めての就職先

１．全く希望ではなかったが、周囲の勧めで決めた
２．あまり希望ではなかったが、周囲の勧めで決めた
３．どちらとも言えない
４．ある程度自分の希望で決めた
５．自分の希望で決めた

状
況

選
択
肢

■結果1

■結果２

自己決定階級別前向き思考と不安感

0.400

0.300

0.200

0.100

0

-0.100

-0.200

-0.300
低自己決定 中自己決定 高自己決定

前向き思考
不安感

0.141 0.130

0.314

-0.022

-0.126

-0.237

主観的幸福感を決定する要因の重要度（標準化係数）

0.14

0.12

0.10

0.08

0.06

0.04

0.02

0
学歴 世帯年収額 自己決定指標

注：学歴は説明変数として統計的に有意ではない。

0.015

0.091

0.13

0.015

0.091

0.13

３つの状況について、自己決定をした人ほど、前向き思
考が高く、不安感が少ないことが明らかになった。

「あなたは普段どの程度幸福だと感じているか」という
質問で測定した主観的幸福感を決定する要因を分析。自
己決定が幸福感に及ぼす影響が、世帯年収額や学歴を上
回った。

自
己
決
定
を
促
す
サ
ポ
ー
ト
で
、

子
ど
も
の
問
題
行
動
が
激
減

 高校版  2024 October 24

0-01-J-23626-001 2024 年度 VIEW next 高校版 10 月号 24 頁 ＣＭ
ＹＫ

再
念
校

10/01
八木

再
2
念
校

10/03
松本

再
2
念
校

10/03
八木

再
2
念
校

10/03
八木 − −/−

−
P23-25_view-next-koukou-10g.indd   24P23-25_view-next-koukou-10g.indd   24 2024/10/03   17:192024/10/03   17:19



い
け
な
い
こ
と
」
よ
り
も
、「
し
て
い
い
こ
と
」

の
方
が
は
る
か
に
多
く
あ
り
ま
す
。
大
阪
市

で
は
、
子
ど
も
を
管
理
す
る
の
で
は
な
く
、

ル
ー
ル
さ
え
守
れ
ば
自
由
に
行
動
で
き
る
と

気
づ
か
せ
る
こ
と
を
重
視
し
ま
し
た
。
そ
れ

に
よ
っ
て
子
ど
も
自
身
が
、「
ど
う
行
動
す

る
べ
き
か
」
を
考
え
て
自
己
決
定
を
す
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
が
、
前
述
の
結
果
に
つ
な

が
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
日
々
の
学
習
に
お
い
て
も
、自
己
決
定
の

機
会
を
意
識
的
に
設
け
る
こ
と
で
、子
ど
も

は
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。一
斉
授
業
で
は
、

教
師
が
発
信
し
た
内
容
を
受
け
取
る
こ
と
が

中
心
で
、子
ど
も
が
自
分
で
考
え
た
り
、決
定

し
た
り
す
る
余
地
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。

　
一
方
、
子
ど
も
が
主
体
と
な
る
自
己
調
整

学
習
な
ど
を
取
り
入
れ
た
授
業
は
、
自
己
決

定
の
連
続
で
す
。「
自
分
は
こ
の
問
題
が
苦

手
だ
か
ら
、
次
の
時
間
は
類
題
を
10
問
解
く

こ
と
を
目
標
に
し
よ
う
」「
ど
う
し
て
も
分

か
ら
な
い
か
ら
、友
だ
ち
に
質
問
し
よ
う
」

な
ど
と
、
自
分
で
目
標
を
立
て
、
達
成
し
て

い
く
過
程
で
、
自
己
決
定
を
す
る
こ
と
に
自

信
を
つ
け
て
い
き
ま
す
。
そ
う
し
た
学
習
で

は
、
子
ど
も
は
し
ば
し
ば
失
敗
し
ま
す
が
、

そ
れ
が
大
き
な
学
び
の
機
会
に
な
り
ま
す
。

自
分
で
学
習
方
法
な
ど
を
調
整
し
て
失
敗
を

乗
り
越
え
る
経
験
を
積
む
と
、「
失
敗
し
て

も
挽
回
で
き
る
」
と
気
づ
き
、
自
分
で
決
め

る
こ
と
が
怖
く
な
く
な
っ
て
い
く
の
で
す
。

　
そ
う
し
た
学
習
に
お
い
て
教
師
に
求
め
ら

れ
る
の
は
、
子
ど
も
の
学
習
状
況
や
性
格
な

ど
を
深
く
理
解
し
、
教
科
・
科
目
の
特
性
を

踏
ま
え
て
、
子
ど
も
が
自
分
で
目
標
や
課
題

を
考
え
る
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
こ
と
で
す
。
そ

し
て
子
ど
も
が
自
ら
学
び
始
め
た
の
な
ら

ば
、
そ
の
力
を
信
じ
て
、
関
心
を
持
っ
て
見

守
り
ま
し
ょ
う
。
失
敗
か
ら
学
ば
せ
る
と
い

う
心
構
え
も
非
常
に
大
切
で
す
。

　
自
己
決
定
は
学
び
の
効
果
を
高
め
る
と
い

う
研
究
結
果
も
多
く
出
て
い
ま
す
。
学
習
に

限
ら
ず
、
仕
事
や
ス
ポ
ー
ツ
、
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
も
あ
て
は
ま
り
ま
す
が
、

報
酬
や
罰
則
な
ど
の
外
発
的
動
機
づ
け
に
比

べ
、
自
分
か
ら
や
ろ
う
と
決
め
て
取
り
組
ん

だ
こ
と
は
、
継
続
性
や
満
足
度
を
高
め
る
こ

と
も
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　
学
習
を
始
め
と
す
る
学
校
生
活
を
通
し
て

日
常
的
に
小
さ
な
自
己
決
定
を
繰
り
返
し
た

子
ど
も
た
ち
は
、
進
学
や
就
職
と
い
っ
た
人

生
の
岐
路
に
差
し
か
か
っ
た
時
に
、
き
っ
と

自
信
を
持
っ
て
大
き
な
自
己
決
定
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
力
は
社
会
に

出
て
か
ら
も
発
揮
さ
れ
て
、
自
身
の
幸
福
な

人
生
を
形
づ
く
る
こ
と
に
つ
な
が
る
に
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。

　
以
前
、
弊
誌
の
２
０
２
０
年
10
月
号
の
特

集
に
お
い
て
田
村
学
先
生
が
、「
主
体
的
な

学
び
」
は
「
自
分
で
自
分
の
学
び
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
る
こ
と
」
と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
今
、「
自
分
で
自
分
の
学
び
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
」
学
び
方
の
１
つ
と
し
て
注
目

を
集
め
て
い
る
の
が
「
自
由
進
度
学
習
」
で

あ
り
、
そ
れ
を
含
む
教
育
心
理
学
の
理
論
体

系
の
１
つ
が
「
自
己
調
整
学
習
」
で
す
。

　
伊
藤
崇
達
准
教
授
が
説
明
さ
れ
て
い
た
よ

う
に
、
自
己
調
整
学
習
は
、
生
徒
が
自
分
の

意
思
を
持
っ
て
学
習
に
取
り
組
み
、
そ
の
見

通
し
や
計
画
を
立
て
て
調
整
し
な
が
ら
進
め

る
学
び
で
す
。
自
己
調
整
学
習
を
現
場
の
先

生
方
が
授
業
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
真
の

「
主
体
的
な
学
び
」
が
実
現
さ
れ
る
の
で
は
な

い
か
、「
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」

が
評
価
し
や
す
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
、
自
己
調
整
学
習
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
た

本
特
集
を
企
画
し
ま
し
た
。

　
伊
藤
准
教
授
も
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た

が
、
自
己
調
整
学
習
で
は
生
徒
に
学
び
を
任

せ
っ
き
り
に
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

生
徒
が
自
分
で
学
び
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
、

学
習
コ
ン
テ
ン
ツ
等
の
入
念
な
準
備
と
授
業

中
の
丁
寧
な
見
取
り
、
そ
し
て
個
別
支
援
が

教
師
に
は
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
授
業
事

例
の
多
く
の
ケ
ー
ス
で
、
授
業
や
単
元
の
冒

頭
に
、
こ
れ
か
ら
学
習
す
る
内
容
や
そ
の
ポ

イ
ン
ト
な
ど
を
、
教
師
が
全
体
に
説
明
し
て

い
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
自
己
調
整
学
習
を
行

う
上
で
一
斉
授
業
が
否
定
さ
れ
る
わ
け
で
は

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
そ
う
し
た
教
師
の
伴
走
、
支
援
が
土
台
と

な
っ
て
い
る
自
己
調
整
学
習
は
、
す
べ
て
の

生
徒
が
取
り
組
め
る
学
び
で
あ
る
と
い
う
こ

と
、
そ
し
て
生
徒
の
誰
も
が
そ
の
内
面
に
、

自
己
調
整
し
な
が
ら
学
び
を
進
め
ら
れ
る
力

を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、
授
業
事
例

の
取
材
を
通
じ
て
感
じ
ま
し
た
。
東
京
都
立

多
摩
高
校
の
先
生
方
も
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た

よ
う
に
、
自
己
調
整
学
習
は
生
徒
の
学
習
観
、

そ
し
て
教
師
の
授
業
観
・
生
徒
観
を
変
え
る

学
び
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

V
I
E
W 

n
e
x
t

編
集
部 

統
括
責
任
者

柏
木
　崇

「
失
敗
」を
重
ね
た
生
徒
は

自
分
で
決
め
る
こ
と
を
恐
れ
な
い

生
徒
の
学
習
観
、
教
師
の
生
徒
観
を

変
え
る
「
自
己
調
整
学
習
」

本
特
集
を
振
り
返
っ
て

「主体的な学び」の実現の鍵を握る
「自己調整学習」とはどのような学びか？特集
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